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秋田県衛生統計年鑑の解説

１．本年鑑の内容は、平成 年の次の資料により作成したものです。

人口動態統計、食中毒統計、母体保護法に基づく届出、地域保健・健康増進事業報告、衛生行政

報告例、医療施設統計、病院報告、医療関係者の届出及びその他の関係資料

２．昭和 年並びに平成 年から死因分類の名称変更、分類内容の変更等により、 年以前、 年

から平成 年までとは一致しない場合もあります。

また、乳児死因分類についても同様です。

３．昭和 年からの全国の数値には、沖縄県を含みます。

４．諸率の算出方法は、次のとおりです。

或る地域の 年間の出生数
（ ）出 生 率 ＝ × ，

或る地域のその年の 月 日現在の人口

或る地域の 年間の死亡数
（ ）死 亡 率 ＝ × ， （又は ， ）

或る地域のその年の 月 日現在の人口

或る地域の 年間の自然増減数
（ ）自然増減率 ＝ × ，

或る地域のその年の 月 日現在の人口

或る地域の 年間の死産数
（ ）死 産 率 ＝ × ，

或る地域の 年間の出産数（出生＋死産）

或る地域の 年間の婚姻数
（ ）婚 姻 率 ＝ × ，

或る地域のその年の 月 日現在の人口

或る地域の 年間の離婚数
（ ）離 婚 率 ＝ × ，

或る地域のその年の 月 日現在の人口

或る地域の 年間の乳児死亡数
（ ）乳児死亡率 ＝ × ，

或る地域の 年間の出生数

或る地域の 年間の新生児死亡数
（ ）新生児死亡率 ＝ × ，

    或る地域の１年間の出生数 
 

周産期死亡率 或る地域の 年間の妊娠満 週以後の死産数＋早期新生児死亡数
（ ） ＝ × ，

（平成 年以降） 或る地域の 年間の出産数（出生数＋妊娠満 週以後の死産数）

周産期死亡率 或る地域の 年間の妊娠満 週以後の死産数＋早期新生児死亡数
＝ × ，

（平成 年以前） 或る地域の 年間の出生数

妊娠満 週 年間妊娠満 週以後の死産数
（ ） ＝ × ，

以後の死産率 年間出産数（出生数＋妊娠満 週以後の死産数）

早期新生児 年間早期新生児死亡数
（ ） ＝ × ，

死 亡 率 年 間 出 生 数

解－1



母の年齢別出生数
（ ）合計特殊出生率 ＝ 歳から 歳までの合計

年齢別女子人口

合計特殊出生率は「 歳から 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、 人の女

性がその年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子ども数に相当します。

或る地域の 年間の自然（人工）死産数
（ ）自然（人工）死産率 ＝ × ，

或る地域の 年間の出産数（出生数＋死産数）

５．諸率の算出に用いた県の人口は、 人「平成 年 月 日現在 国勢調査による基準

人口（総務省統計局）」による都道府県別・男女別人口（日本人人口 ― 按分済み人口）とし、また各

市町村の人口は、「平成 年 月 日現在 国勢調査人口（総務省統計局）」による都道府県別・男

女別人口（総人口）とします。

６．表章記号の規約

（ ）計数のない場合 －

（ ）計数不明の場合 …

（ ）統計項目のありえない場合 ・

（ ）比率が微少（ 未満）

７．用語の解説

自 然 増 減 出生数から死亡数を減じたものをいいます。

乳 児 死 亡 生後 年未満の死亡をいいます。

新 生 児 死 亡 生後 週未満の死亡をいいます。

早期新生児死亡 生後 週未満の死亡をいいます。

死 産 妊娠満 週（妊娠第 月）以後の死児の出産をいい、死児とは、出産後にお

いて心臓膊動、随意筋の運動及び呼吸のいずれも認めないものをいいます。

自然死産 と 人工死産とは、胎児の母体内生存が確実であるときに、人工的処置（胎児又

人 工 死 産 は付属物に対する措置及び陣痛促進剤の使用）を加えたことにより死産に至っ

た場合をいい、それ以外はすべて自然死産とします。なお、人工的処置を加え

た場合でも、次のものは自然死産とします。

） 胎児を出生させることを目的とした場合

） 母体内の胎児が生死不明か、又は死亡している場合

周 産 期 死 亡 妊娠満 週以後の死産に早期新生児死亡を加えたものをいいます。

８．死因統計分類（死因分類コード及び分類名）

本書で用いている死因統計分類については、平成 年からはＷＨＯが勧告した「第 回修正国際

疾病、傷害および死因統計分類（ ）」（「国際分類」という。）を基本とし、これに日本で独自

に使用する細分類項目を加えた分類（「日本分類」という。）に人口動態統計用として細分類項目を

加えた「人口動態死因統計分類基本分類表」（「死因基本分類表」という。）の他、下記の分類表を

使用しています。なお、次ページ以降に「疾病、傷害および死因統計分類の分類体系」、「死因分類

表（死因簡単分類表）」及び「乳児死因分類表」を掲載しました。

）死因分類表（死因簡単分類表）

）乳児死因分類表

解－2



母の年齢別出生数
（ ）合計特殊出生率 ＝ 歳から 歳までの合計

年齢別女子人口

合計特殊出生率は「 歳から 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、 人の女

性がその年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子ども数に相当します。

或る地域の 年間の自然（人工）死産数
（ ）自然（人工）死産率 ＝ × ，

或る地域の 年間の出産数（出生数＋死産数）

５．諸率の算出に用いた県の人口は、 人「平成 年 月 日現在 国勢調査による基準

人口（総務省統計局）」による都道府県別・男女別人口（日本人人口 ― 按分済み人口）とし、また各

市町村の人口は、「平成 年 月 日現在 国勢調査人口（総務省統計局）」による都道府県別・男

女別人口（総人口）とします。

６．表章記号の規約

（ ）計数のない場合 －

（ ）計数不明の場合 …

（ ）統計項目のありえない場合 ・

（ ）比率が微少（ 未満）

７．用語の解説

自 然 増 減 出生数から死亡数を減じたものをいいます。

乳 児 死 亡 生後 年未満の死亡をいいます。

新 生 児 死 亡 生後 週未満の死亡をいいます。

早期新生児死亡 生後 週未満の死亡をいいます。

死 産 妊娠満 週（妊娠第 月）以後の死児の出産をいい、死児とは、出産後にお

いて心臓膊動、随意筋の運動及び呼吸のいずれも認めないものをいいます。

自然死産 と 人工死産とは、胎児の母体内生存が確実であるときに、人工的処置（胎児又

人 工 死 産 は付属物に対する措置及び陣痛促進剤の使用）を加えたことにより死産に至っ

た場合をいい、それ以外はすべて自然死産とします。なお、人工的処置を加え

た場合でも、次のものは自然死産とします。

） 胎児を出生させることを目的とした場合

） 母体内の胎児が生死不明か、又は死亡している場合

周 産 期 死 亡 妊娠満 週以後の死産に早期新生児死亡を加えたものをいいます。

８．死因統計分類（死因分類コード及び分類名）

本書で用いている死因統計分類については、平成 年からはＷＨＯが勧告した「第 回修正国際

疾病、傷害および死因統計分類（ ）」（「国際分類」という。）を基本とし、これに日本で独自

に使用する細分類項目を加えた分類（「日本分類」という。）に人口動態統計用として細分類項目を

加えた「人口動態死因統計分類基本分類表」（「死因基本分類表」という。）の他、下記の分類表を

使用しています。なお、次ページ以降に「疾病、傷害および死因統計分類の分類体系」、「死因分類

表（死因簡単分類表）」及び「乳児死因分類表」を掲載しました。

）死因分類表（死因簡単分類表）

）乳児死因分類表

疾病、傷害および死因統計分類の分類体系
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）死因分類表（死因簡単分類表）

死因分類
コ ー ド 分類名

感染症および寄生虫症

腸管感染症

結核

呼吸器結核

その他の結核

敗血症

ウイルス肝炎

Ｂ型ウイルス肝炎

Ｃ型ウイルス肝炎

その他のウイルス肝炎

ヒト免疫不全ウイルス［ ］病

その他の感染症及び寄生虫症

新生物

悪性新生物

口唇、口腔及び咽頭の悪性新生物

食道の悪性新生物

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性

新生物

肝及び肝内胆管の悪性新生物

胆のう及びその他の胆道の悪性新

生物

膵の悪性新生物

喉頭の悪性新生物

気管、気管支及び肺の悪性新生物

皮膚の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

卵巣の悪性新生物

前立腺の悪性新生物

膀胱の悪性新生物

中枢神経系の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他のリンパ組織、造血組織及

び関連組織の悪性新生物

その他の悪性新生物

その他の新生物

中枢神経系のその他の新生物

中枢神経系を除くその他の新生物

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構

の障害

貧血

その他の血液及び造血器の疾患並び

に免疫機構の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

糖尿病

その他の内分泌、栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障害

血管性及び詳細不明の認知症

その他の精神及び行動の障害

神経系の疾患

髄膜炎

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群

パーキンソン病

アルツハイマー病

その他の神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

循環器系の疾患

高血圧性疾患

高血圧性心疾患及び心腎疾患

その他の高血圧性疾患

心疾患（高血圧性を除く）

慢性リウマチ性心疾患

急性心筋梗塞

その他の虚血性心疾患

慢性非リウマチ性心内膜疾患

心筋症

不整脈及び伝導障害

心不全

その他の心疾患

脳血管疾患

くも膜下出血

脳内出血

脳梗塞

その他の脳血管疾患

大動脈瘤及び解離

その他の循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

インフルエンザ

肺炎

急性気管支炎

慢性閉塞性肺疾患

喘息

その他の呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

解－4



）死因分類表（死因簡単分類表）

死因分類
コ ー ド 分類名

感染症および寄生虫症

腸管感染症

結核

呼吸器結核

その他の結核

敗血症

ウイルス肝炎

Ｂ型ウイルス肝炎

Ｃ型ウイルス肝炎

その他のウイルス肝炎

ヒト免疫不全ウイルス［ ］病

その他の感染症及び寄生虫症

新生物

悪性新生物

口唇、口腔及び咽頭の悪性新生物

食道の悪性新生物

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性

新生物

肝及び肝内胆管の悪性新生物

胆のう及びその他の胆道の悪性新

生物

膵の悪性新生物

喉頭の悪性新生物

気管、気管支及び肺の悪性新生物

皮膚の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

卵巣の悪性新生物

前立腺の悪性新生物

膀胱の悪性新生物

中枢神経系の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他のリンパ組織、造血組織及

び関連組織の悪性新生物

その他の悪性新生物

その他の新生物

中枢神経系のその他の新生物

中枢神経系を除くその他の新生物

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構

の障害

貧血

その他の血液及び造血器の疾患並び

に免疫機構の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

糖尿病

その他の内分泌、栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障害

血管性及び詳細不明の認知症

その他の精神及び行動の障害

神経系の疾患

髄膜炎

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群

パーキンソン病

アルツハイマー病

その他の神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

循環器系の疾患

高血圧性疾患

高血圧性心疾患及び心腎疾患

その他の高血圧性疾患

心疾患（高血圧性を除く）

慢性リウマチ性心疾患

急性心筋梗塞

その他の虚血性心疾患

慢性非リウマチ性心内膜疾患

心筋症

不整脈及び伝導障害

心不全

その他の心疾患

脳血管疾患

くも膜下出血

脳内出血

脳梗塞

その他の脳血管疾患

大動脈瘤及び解離

その他の循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

インフルエンザ

肺炎

急性気管支炎

慢性閉塞性肺疾患

喘息

その他の呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

ヘルニア及び腸閉塞

肝疾患

肝硬変（アルコール性を除く）

その他の肝疾患

その他の消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患

腎不全

急性腎不全

慢性腎不全

詳細不明の腎不全

その他の腎尿路生殖器系の疾患

妊娠、分娩及び産じょく

周産期に発生した病態

妊娠期間及び胎児発育に関連する障

害

出産外傷

周産期に特異的な呼吸障害及び心血

管障害

周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の出血性障害及び血

液障害

その他の周産期に発生した病態

先天奇形、変形及び染色体異常

神経系の先天奇形

循環器系の先天奇形

心臓の先天奇形

その他の循環器系の先天奇形

消化器系の先天奇形

その他の先天奇形及び変形

染色体異常、他に分類されないもの

症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査

所見で他に分類されないもの

老衰

乳幼児突然死症候群

その他の症状、徴候及び異常臨床所

見・異常検査所見で他に分類されない

もの

傷病及び死亡の外因

不慮の事故

交通事故

転倒・転落

不慮の溺死及び溺水

不慮の窒息

煙、火及び火災への曝露

有害物質による不慮の中毒及び有

害物質への曝露

その他の不慮の事故

自殺

他殺

その他の外因

特殊目的用コード

重症急性呼吸器症候群［ ］

その他の特殊目的用コード
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）乳児死因分類表

乳 児 死 因

分類コード 分類名

腸管感染症

敗血症

麻疹

ウイルス肝炎

その他の感染症及び寄生虫症

悪性新生物

白血病

その他の悪性新生物

その他の新生物

栄養失調症及びその他の栄養欠乏症

代謝障害

髄膜炎

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群

脳性麻痺

心疾患（高血圧性を除く）

脳血管疾患

インフルエンザ

肺炎

喘息

ヘルニア及び腸閉塞

肝疾患

腎不全

周産期に発生した病態

妊娠期間及び胎児発育に関連する障害

出産外傷

出生時仮死

新生児の呼吸窮＜促＞迫

周産期に発生した肺出血

周産期に発生した心血管障害

その他の周産期に特異的な呼吸障害

及び心血管障害

新生児の細菌性敗血症

その他の周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の出血性障害

及び血液障害

その他の周産期に発生した病態

先天奇形、変形及び染色体異常

神経系の先天奇形

心臓の先天奇形

その他の循環器系の先天奇形

呼吸器系の先天奇形

消化器系の先天奇形

筋骨格系の先天奇形及び変形

その他の先天奇形及び変形

染色体異常，他に分類されないもの

乳幼児突然死症候群

その他のすべての疾患

不慮の事故

交通事故

転倒・転落

不慮の溺死及び溺水

胃内容物の誤えん及び気道閉塞を生じた

食物等の誤えん＜吸引＞

その他の不慮の窒息

煙，火及び火炎への曝露

有害物質による不慮の中毒及び有害物

質への曝露

その他の不慮の事故

他殺

その他の外因

注：乳児死因簡単分類コードのＢａはＢａｂｙの

略である。

「敗血症」には“新生児の細菌性敗血症”を

含まない。
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）乳児死因分類表

乳 児 死 因

分類コード 分類名

腸管感染症

敗血症

麻疹

ウイルス肝炎

その他の感染症及び寄生虫症

悪性新生物

白血病

その他の悪性新生物

その他の新生物

栄養失調症及びその他の栄養欠乏症

代謝障害

髄膜炎

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群

脳性麻痺

心疾患（高血圧性を除く）

脳血管疾患

インフルエンザ

肺炎

喘息

ヘルニア及び腸閉塞

肝疾患

腎不全

周産期に発生した病態

妊娠期間及び胎児発育に関連する障害

出産外傷

出生時仮死

新生児の呼吸窮＜促＞迫

周産期に発生した肺出血

周産期に発生した心血管障害

その他の周産期に特異的な呼吸障害

及び心血管障害

新生児の細菌性敗血症

その他の周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の出血性障害

及び血液障害

その他の周産期に発生した病態

先天奇形、変形及び染色体異常

神経系の先天奇形

心臓の先天奇形

その他の循環器系の先天奇形

呼吸器系の先天奇形

消化器系の先天奇形

筋骨格系の先天奇形及び変形

その他の先天奇形及び変形

染色体異常，他に分類されないもの

乳幼児突然死症候群

その他のすべての疾患

不慮の事故

交通事故

転倒・転落

不慮の溺死及び溺水

胃内容物の誤えん及び気道閉塞を生じた

食物等の誤えん＜吸引＞

その他の不慮の窒息

煙，火及び火炎への曝露

有害物質による不慮の中毒及び有害物

質への曝露

その他の不慮の事故

他殺

その他の外因

注：乳児死因簡単分類コードのＢａはＢａｂｙの

略である。

「敗血症」には“新生児の細菌性敗血症”を

含まない。

保健所管轄区域図 　　　　平成27年12月31日現在

● 保 　健 　所

保健所管轄区

市町村境界線

県　　　　境

凡　　例

秋田市

能代市

横手市

大館市

由利本荘市

男鹿市

湯沢市

鹿角市

小坂町

北秋田市

上小阿仁村

八峰町

藤里町

五城目町

潟上市

八郎潟町

井川町

大潟村

にかほ市

仙北市

大仙市

美郷町

羽後町

東成瀬村

山 形 県

岩

手

県

青 森 県

日

本

海

Ｎ

●

●

●

秋田中央保健所

●

由利本荘保健所

能代保健所
●

北秋田保健所

●

大館保健所

●

大仙保健所

●

横手保健所

●

湯沢保健所

秋田市保健所

三種町
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保健所管轄一覧
平成27年10月1日現在

保 健 所 名 開所年月日
人　　　口
平27．10．1
国勢調査

管轄面積
平27．10．1
国土地理院

大 館 保 健 所 昭13.10.14 2市1町 大館市、鹿角市、小坂町

北秋田保健所 昭26.10. 1 1市1村 北秋田市、上小阿仁村

能 代 保 健 所 昭19.10. 1 1市3町
能代市、藤里町、三種町、
八峰町

秋 田 中 央
保 健 所

昭19.10. 1 2市3町1村
男鹿市、潟上市、五城目町、
八郎潟町、井川町、大潟村

由 利 本 荘
保 健 所

昭24. 4. 1 2市 由利本荘市、にかほ市

大 仙 保 健 所 昭23. 6.10 2市1町 大仙市、仙北市、美郷町

横 手 保 健 所 昭19.10.11 1市 横手市

湯 沢 保 健 所 昭20. 2.25 1市1町1村 湯沢市、羽後町、東成瀬村

秋 田 市
保 健 所

平9. 4. 1 1市 秋田市

計

管　　　轄　　　区　　　域
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保健所管轄一覧
平成27年10月1日現在

保 健 所 名 開所年月日
人　　　口
平27．10．1
国勢調査

管轄面積
平27．10．1
国土地理院

大 館 保 健 所 昭13.10.14 2市1町 大館市、鹿角市、小坂町

北秋田保健所 昭26.10. 1 1市1村 北秋田市、上小阿仁村

能 代 保 健 所 昭19.10. 1 1市3町
能代市、藤里町、三種町、
八峰町

秋 田 中 央
保 健 所

昭19.10. 1 2市3町1村
男鹿市、潟上市、五城目町、
八郎潟町、井川町、大潟村

由 利 本 荘
保 健 所

昭24. 4. 1 2市 由利本荘市、にかほ市

大 仙 保 健 所 昭23. 6.10 2市1町 大仙市、仙北市、美郷町

横 手 保 健 所 昭19.10.11 1市 横手市

湯 沢 保 健 所 昭20. 2.25 1市1町1村 湯沢市、羽後町、東成瀬村

秋 田 市
保 健 所

平9. 4. 1 1市 秋田市

計

管　　　轄　　　区　　　域

保健所、市町村別人口及び世帯数 　　　　　　平成27年10月1日現在

総　　　　数 男 女

管 内 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

資料　平成27年国勢調査人口（総人口）　総務省統計局

人　　　　　　　　　　　　　　　口
世　帯　数区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

秋田市
保健所

横手
保健所

能
代
保
健
所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所
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年齢（５歳階級）別人口 　　　平成27年10月1日現在

総　　数 男 女 総　　数 男 女

総 　 数

０ ～ ４

５ ～ ９

10 ～ 14

15 ～ 19

20 ～ 24

25 ～ 29

30 ～ 34

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

65 ～ 69

70 ～ 74

75 ～ 79

80 ～ 84

85 ～ 89

90 ～ 94

95 ～ 99

100 ～

年齢不詳

資料　平成27年国勢調査人口（総人口）　総務省統計局　　（千分比は健康推進課）

実　　　　　　　　　数 千　　　　分　　　　比
区　　　分
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年齢（５歳階級）別人口 　　　平成27年10月1日現在

総　　数 男 女 総　　数 男 女

総 　 数

０ ～ ４

５ ～ ９

10 ～ 14

15 ～ 19

20 ～ 24

25 ～ 29

30 ～ 34

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

65 ～ 69

70 ～ 74

75 ～ 79

80 ～ 84

85 ～ 89

90 ～ 94

95 ～ 99

100 ～

年齢不詳

資料　平成27年国勢調査人口（総人口）　総務省統計局　　（千分比は健康推進課）

実　　　　　　　　　数 千　　　　分　　　　比
区　　　分

各種統計調査の概略図

※

　保健統計関係調査（報告）は、三つの方法によって集められた資料をもとにして作られています。

　一つは、国民生活基礎調査、患者調査等行政上の必要性から行われるもので、全国を対象としてその

全地域、または一部地域について、調査員が記入したり各家庭や施設に記入をお願いしたりして調査票

を作成するもので「調査統計」といっております。あらかじめ国から業務について委託を受けた都道府

県知事等がまとめて厚生労働大臣に提出することになっております。

　他の一つは、病院報告、衛生行政報告例等で、医療法等の法令の規定に基づき、個人、各種の行政機

関から、また、市区町村長、都道府県知事から厚生労働大臣に提出される報告等をもとにして作られる

もので「業務報告」と呼んで先のものと区別しております。

　また、人口動態統計は、人口動態調査令により各市町村長が作成した調査票を都道府県知事がとりま

とめて厚生労働大臣に提出することになっております。

世　　　　帯

人
口
動
態
統
計

戸籍（出生、
死亡、婚姻、
離婚）死産の
届出義務者及
び届出人

市
区
町
村

保
　
健
　
統
　
計

保健関係施設

調
査
員

保健統計では指定都市から直接厚生労働省
に提出されているものも一部ある。

厚
　
　
　
生
　
　
　
労
　
　
　
働
　
　
　
省

保
健
所
を
設
置
す
る
市

都
道
府
県
・
（

指
定
都
市
）

保
　
健
　
所
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名　　　　　　　　称 種　別 根　　拠　　法　　令 調　　査　　周　　期

人 口 動 態 調 査 基幹統計
統 計 法
（ 人 口 動 態 調 査 令 ）

毎月

国 民 生 活 基 礎 調 査 基幹統計
統 計 法
（国民生活基礎調査規則）

毎年調査（３年ごとに大
規模調査を実施。直近の
大規模調査は平成25年実
施）

患 者 調 査 基幹統計 統 計 法
3年
（直近は平成26年実施）

医 療 施 設 調 査 基幹統計
統 計 法
（ 医 療 施 設 調 査 規 則 ）

3年（直近は平成26年実
施。動態調査については
毎月）

病 院 報 告 一般統計
統 計 報 告 調 整 法
（ 医 療 法 施 行 令 ）

毎月・毎年

医師・歯科医師・薬剤師
調 査

一般統計 統 計 法
（医師法・歯科医師法・薬剤師法）

2年
（直近は平成26年実施）

衛 生 行 政 報 告 例 一般統計
統 計 法
（ 厚 生 労 働 省 訓 令 ）

毎年度（報告表によって
は隔年）

地域保健・健康増進事業
報 告

一般統計
統 計 法
（地域保健法・健康増進法）

毎年度

介護サービス施設・事業
所 調 査

一般統計
統 計 報 告 調 整 法
（ 介 護 保 険 法 ）

毎年

　なる。

主な厚生統計関係調査（報告）の一覧表

＊母体保護統計報告（旧優生保護統計）は、平成１４年より衛生行政報告例に移管され、年度報と

解－12
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名　　　　　　　　称 種　別 根　　拠　　法　　令 調　　査　　周　　期

人 口 動 態 調 査 基幹統計
統 計 法
（ 人 口 動 態 調 査 令 ）

毎月

国 民 生 活 基 礎 調 査 基幹統計
統 計 法
（国民生活基礎調査規則）

毎年調査（３年ごとに大
規模調査を実施。直近の
大規模調査は平成25年実
施）

患 者 調 査 基幹統計 統 計 法
3年
（直近は平成26年実施）

医 療 施 設 調 査 基幹統計
統 計 法
（ 医 療 施 設 調 査 規 則 ）

3年（直近は平成26年実
施。動態調査については
毎月）

病 院 報 告 一般統計
統 計 報 告 調 整 法
（ 医 療 法 施 行 令 ）

毎月・毎年

医師・歯科医師・薬剤師
調 査

一般統計 統 計 法
（医師法・歯科医師法・薬剤師法）

2年
（直近は平成26年実施）

衛 生 行 政 報 告 例 一般統計
統 計 法
（ 厚 生 労 働 省 訓 令 ）

毎年度（報告表によって
は隔年）

地域保健・健康増進事業
報 告

一般統計
統 計 法
（地域保健法・健康増進法）

毎年度

介護サービス施設・事業
所 調 査

一般統計
統 計 報 告 調 整 法
（ 介 護 保 険 法 ）

毎年

　なる。

主な厚生統計関係調査（報告）の一覧表

＊母体保護統計報告（旧優生保護統計）は、平成１４年より衛生行政報告例に移管され、年度報と

平成２７年人口動態統計の概要

１ 結果の要約

（１）出 生

出生数は 人で、前年の 人より 人減少した。出生率（人口千対）は で前年の よ

り ポイント減少した。 （全国平均 、全国 位）

合計特殊出生率は、 で前年の より ポイント増加した。 （全国平均 、全国 位）

（２）死 亡

死亡数は 人で、前年の 人より 人減少した。

死亡率（人口千対）は で、前年の より ポイント減少した。（全国平均 、全国 位）

死因別に見ると、第１位は悪性新生物（ 人）、第２位は心疾患（ 人）、第３位は脳血

管疾患（ 人）となっている。

自殺は 人（前年 人 人減）で死因別では第 位。また、死亡率（人口 万対）は で、

前年の より ポイント減少した。 （全国平均 、全国 位）

（３）自然増減

自然増減数は△ 人で、前年の△ 人より 人縮小し、自然増減率（人口千対）は△

で、前年の△ と同率であった。 全国平均 △ 、全国 位）

（４）乳児死亡、新生児死亡

乳児死亡数は 人で、前年の 人より 人減少し、乳児死亡率（出生千対）は で、前年の

より ポイント減少した。 （全国平均 、全国 位）

生後４週未満の新生児死亡数は 人で、前年の 人より 人減少し、新生児死亡率（出生千対）は

で、前年の より ポイント減少した。 （全国平均 、全国 位）

（５）死 産

死産数は 胎で、前年の 胎より 胎減少し、死産率（出産千対）は で、前年の より

ポイント減少した。 （全国平均 、全国 位）

（６）婚 姻

婚姻件数は 組で、前年の 組より 組減少し、婚姻率（人口千対）は で、前年の

より ポイント減少した。 （全国平均 、全国 位）

（７）離 婚

離婚件数は 組で、前年の 組より 組増加し、離婚率（人口千対）は で、前年の

より ポイント増加した。 （全国平均 、全国 位）
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表１ 人口動態総覧

実 数 率

平成 年 平成 年
対 前 年

増 減

秋 田 県 全 国

平 成 平 成 平 成 平 成

年 年 年 年

人 人

出 生 △

死 亡 △

乳 児 死 亡 △

新生児死亡 △

自 然 増 減 △ △ △ △ △ △

死 産 △

自然死産 △

人工死産 △

周産期死亡 △

妊娠満 週

以後の死産
△

早期新生児

死 亡
△

婚 姻 △

離 婚

平成 年 平成 年

合計特殊出生率

２ 出 生

（１）出生数

出生数は 人で、前年の 人より 人減少した。出生率（人口千対）は で前年の よ

り ポイント減少した。全国順位は平成７年から 年連続で最下位である。

本県の出生率（人口千対）は、大正９年の を最高に、昭和 年頃までほぼ 以上で推移して

いたが、その後急激に減少し、全国の第２次ベビーブームの影響を受けることなく、減少を続け、

現在に至っている。

全国は、第２次世界大戦後、昭和 年から 年の第１次ベビーブーム期は高かったが、 年から

急激に減少した。その後は昭和 年の「ひのえうま」を除いてやや回復し、 ～ 年には第２次ベ

ビーブーム期を迎えたが、昭和 年以降、再び減少傾向が続いている。（図１－①）
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表１ 人口動態総覧

実 数 率

平成 年 平成 年
対 前 年

増 減

秋 田 県 全 国

平 成 平 成 平 成 平 成

年 年 年 年

人 人

出 生 △

死 亡 △

乳 児 死 亡 △

新生児死亡 △

自 然 増 減 △ △ △ △ △ △

死 産 △

自然死産 △

人工死産 △

周産期死亡 △

妊娠満 週

以後の死産
△

早期新生児

死 亡
△

婚 姻 △

離 婚

平成 年 平成 年

合計特殊出生率

２ 出 生

（１）出生数

出生数は 人で、前年の 人より 人減少した。出生率（人口千対）は で前年の よ

り ポイント減少した。全国順位は平成７年から 年連続で最下位である。

本県の出生率（人口千対）は、大正９年の を最高に、昭和 年頃までほぼ 以上で推移して

いたが、その後急激に減少し、全国の第２次ベビーブームの影響を受けることなく、減少を続け、

現在に至っている。

全国は、第２次世界大戦後、昭和 年から 年の第１次ベビーブーム期は高かったが、 年から

急激に減少した。その後は昭和 年の「ひのえうま」を除いてやや回復し、 ～ 年には第２次ベ

ビーブーム期を迎えたが、昭和 年以降、再び減少傾向が続いている。（図１－①）

図１－① 出生率（人口千対）年次推移 －秋田県・全国－

出生順位別出生数の内訳は、第１子 人、第２子 人、第３子以降 人である。前年との比

較では、第１子は 人減少、第２子は 人減少、第３子以降は 人増加した。（表２）

表２ 出生順位別出生数の推移 （単位：人）

第 １ 子 第 ２ 子 第３子以降 合 計

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

出生数を母の年齢（５歳階級）別に前年と比較すると、 歳代、 歳代が前年より増加したが、

歳代は減少している。（表３）

表３ 母の年齢（５歳階級）別にみた出生数 （単位：人）

母の年齢
出 生 数 対前年増減

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 年－ 年 年－ 年 年－ 年 年－ 年

総 数 △ △ △ △

～ 歳

～ △ △

～ △ △ △ △

～ △ △ △ △

～ △ △

～ △ △

～

～ △

歳以上

※総数には母の年齢不詳を含む。

大正４年 大正 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 平成７年 平成 年 平成 年

秋田県

全 国

ひのえうま

スペイン風邪

第１次ベビーブーム

昭和２２年～２４年

第２次ベビーブーム
昭和４６年～４９年

平成 年
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第１子出生時の母の平均年齢を見ると、全国、本県ともに上昇傾向にあるが、平成 年は全国より

歳若くなっている。（表４）

表４ 第１子出生時の母の平均年齢年次推移

平均年齢

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

秋田県

全 国

（２）合計特殊出生率

合計特殊出生率は、 で前年を ポイント上回った。全国の状況を見ると最も高いのは沖縄

で 、次いで島根の となっている。一方、最も低いのは東京 、次いで北海道 となっ

ており、本県の全国順位は 位である。

合計特殊出生率は戦後、減少傾向が続いているが、平成元年以降は全国より高い率で推移してき

た。しかしながら、平成 年に全国を下回ってからは、全国よりも低い率で推移している。（図２）

図２ 出生数及び合計特殊出生率の年次推移

注：都道府県別の合計特殊出生率は、昭和 年までは国勢調査年のみ

図２出生数及び合計特殊出生率

昭和４５年 昭和５０年 昭和５５年 昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年

合
計
特
殊
出
生
率

秋
田
県
出
生
数

出生数 秋田県 合計特殊出生率 全国 合計特殊出生率
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第１子出生時の母の平均年齢を見ると、全国、本県ともに上昇傾向にあるが、平成 年は全国より

歳若くなっている。（表４）

表４ 第１子出生時の母の平均年齢年次推移

平均年齢

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

秋田県

全 国

（２）合計特殊出生率

合計特殊出生率は、 で前年を ポイント上回った。全国の状況を見ると最も高いのは沖縄

で 、次いで島根の となっている。一方、最も低いのは東京 、次いで北海道 となっ

ており、本県の全国順位は 位である。

合計特殊出生率は戦後、減少傾向が続いているが、平成元年以降は全国より高い率で推移してき

た。しかしながら、平成 年に全国を下回ってからは、全国よりも低い率で推移している。（図２）

図２ 出生数及び合計特殊出生率の年次推移

注：都道府県別の合計特殊出生率は、昭和 年までは国勢調査年のみ

３ 死 亡

（１）死亡数・死亡率

死亡数は 人で、前年の 人より 人減少し、死亡率 人口千対 は で、前年の

より ポイント減少した。死亡率の全国順位は、４年連続で第１位である。

死亡数は第２次世界大戦前まで増加していたが、戦後、昭和 年から減少傾向に変わり、その後

の医学や医療の進歩及び公衆衛生の向上などにより、死亡の状況は急激に改善された。昭和 年に

は１万人を割り、昭和 年には過去 年間で最少の 人となった。しかし、その後は増加に転

じて昭和 年には１万人台となり、人口の高齢化を反映して、ほぼ一貫して増加を続けている。

（図１－②）

図１－② 死亡率（人口千対）年次推移 －秋田県・全国－

死亡数を年齢（５歳階級）別にみると、 ～ 歳、 ～ 歳、 歳代、 ～ 歳で減少がみられ

るが、 ～ 歳、 ～ 歳、 歳以上では増加している。

年齢（５歳階級）別の死亡率を全国と比較すると、 ～ 歳、 ～ 歳、 ～ 歳で全国より低く、

その他の年齢は全国より高くなっている。（表５）

大正４年 大正 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 平成７年 平成 年 平成 年

秋田県

全 国
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表５ 年齢（５歳階級）別にみた死亡数・死亡率（人口 万対）

死亡数 平成 年死亡率

平成 年 平成 年 対前年増減 秋田県 全国

総 数 △

～ 歳 △

～ △

～

～

～ △

～

～ △

～

～ △

～

～

～ △

～ △

～

～ △

～ △

～

～ △

歳以上

（注）総数には年齢不詳を含む

乳児死亡数は 人で、前年の 人より 人減少し、乳児死亡率（出生千対）は で、前年の よ

り ポイント減少した。

乳児死亡率（出生千対）の年次推移をみると、全国平均では昭和 年頃までは 以上、即ち、産

まれた子どものおよそ 人に 人が１年以内に死亡している状況で、その中でも本県は全国を上回っ

ていた。しかし、昭和 年頃からは を下回り、本県も全国平均とほぼ同じ位で推移している。

（図１－③）

図１－③ 乳児死亡率（出生千対）年次推移 －秋田県・全国－

大正４年 大正 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 平成７年 平成 年 平成 年

秋田県

全 国
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表５ 年齢（５歳階級）別にみた死亡数・死亡率（人口 万対）

死亡数 平成 年死亡率

平成 年 平成 年 対前年増減 秋田県 全国

総 数 △

～ 歳 △

～ △

～

～

～ △

～

～ △

～

～ △

～

～

～ △

～ △

～

～ △

～ △

～

～ △

歳以上

（注）総数には年齢不詳を含む

乳児死亡数は 人で、前年の 人より 人減少し、乳児死亡率（出生千対）は で、前年の よ

り ポイント減少した。

乳児死亡率（出生千対）の年次推移をみると、全国平均では昭和 年頃までは 以上、即ち、産

まれた子どものおよそ 人に 人が１年以内に死亡している状況で、その中でも本県は全国を上回っ

ていた。しかし、昭和 年頃からは を下回り、本県も全国平均とほぼ同じ位で推移している。

（図１－③）

図１－③ 乳児死亡率（出生千対）年次推移 －秋田県・全国－

死産数は 胎で、前年の 胎より 胎減少し、死産率（出産（出生＋死産）千対）は で前

年の を ポイント下回った。

本県の死産率の年次推移をみると、明治、大正初期までは 前後の高率で推移していたが、第２

次世界大戦前には 前後まで低下した。戦後は急激な上昇をみたが昭和 年の をピークに低下

し、平成 年以降は ポイント台で推移している。（図１－④）

図１－④ 死産率（出産千対）年次推移 －秋田県・全国－

（２）死 因

死亡状況を死因順位別にみると、第１位は悪性新生物で死亡数 人、死亡率（人口 万対）

、第２位は心疾患 人、死亡率 、第３位は脳血管疾患 人、死亡率 となって

いる。

主な死因の年次推移をみると、悪性新生物は一貫して上昇を続け、昭和 年以降死因順位は１位

となっている。平成 年の全死亡に占める割合は ％で、全死亡者のおよそ３割が悪性新生物で

死亡したことになる。

脳血管疾患は過去において死因順位１位を占めていたが、昭和 年に悪性新生物にかわり第２位

となり、平成元年には心疾患にかわり第３位となった。その後、平成６年には再び第２位となり、

平成８年の死亡率 をピークに緩やかに増減を繰り返しながら全体として減少に向かい、平成

年には死亡数・率ともに減少し、心疾患にかわり第３位となった。平成 年の全死亡者に占める割

合は ％である。

心疾患は平成元年に脳血管疾患にかわり第２位となり、その後も上昇傾向にあったが、平成６、

７年に大幅にダウン（注※）して第３位となった。平成８年以降は再び上昇し続け、平成 年に脳

血管疾患にかわり第２位となった。全死亡者に占める割合は ％となっている。（図３）

大正４年 大正 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 平成７年 平成 年 平成 年

全 国

秋田県
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図３ 主要死因別にみた死亡率の年次推移

（注※） 平成６、７年の心疾患の低下は、死亡診断書（死体検案書）（平成７年１月施行）において「死亡の原因欄に

は、疾患の終末期の状態としての心不全、呼吸不全等は書かないでください」という注意書きの施行前からの周

知の影響と考えられる。

死亡率では、悪性新生物を始めとする上位１０位の死因で、悪性新生物、老衰、腎不全がそれぞ

れ前年より増加している。本県の死亡率を全国における順位でみると、悪性新生物、脳血管疾患、

自殺が全国１位となっている。（表６）

表６ 死亡数・死亡率（人口 万対）・死因順位・全死亡に占める割合

順位 死 因

平 成 年 平 成 年 （平成 年）

死亡数 死亡率

全死亡に

占める割

合

死亡数 死亡率 全国率
全 国

における

順位

全死因

悪性新生物

心疾患

脳血管疾患

肺炎

老衰

不慮の事故

腎不全

自殺

大動脈瘤及び

解離

糖尿病

死亡率の年次推移

主要死因別にみた死亡率の年次推移

悪性

新生

物

脳血

管疾

患

心疾

患

肺炎

自殺

不慮

の事

故

腎不

全

糖尿

病

肝疾

患
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図３ 主要死因別にみた死亡率の年次推移

（注※） 平成６、７年の心疾患の低下は、死亡診断書（死体検案書）（平成７年１月施行）において「死亡の原因欄に

は、疾患の終末期の状態としての心不全、呼吸不全等は書かないでください」という注意書きの施行前からの周

知の影響と考えられる。

死亡率では、悪性新生物を始めとする上位１０位の死因で、悪性新生物、老衰、腎不全がそれぞ

れ前年より増加している。本県の死亡率を全国における順位でみると、悪性新生物、脳血管疾患、

自殺が全国１位となっている。（表６）

表６ 死亡数・死亡率（人口 万対）・死因順位・全死亡に占める割合

順位 死 因

平 成 年 平 成 年 （平成 年）

死亡数 死亡率

全死亡に

占める割

合

死亡数 死亡率 全国率
全 国

における

順位

全死因

悪性新生物

心疾患

脳血管疾患

肺炎

老衰

不慮の事故

腎不全

自殺

大動脈瘤及び

解離

糖尿病

死因を性・年齢（５歳階級）別の構成割合でみると、男性では 代後半から 代にかけては自殺

の割合が高く、また、 代から 代までは悪性新生物の割合が高い。女性では 代前半では自殺の

割合が高いが、 代から 代までは悪性新生物の割合が高くなっている。（図４－①・②）

図４－① 男性における年齢階級別にみた主な死因の構成割合 －平成 年－

図４－② 女性における年齢階級別にみた主な死因の構成割合 －平成 年－

図４－１構成割合男

総 数

～ 歳

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳～

悪性新生物 脳血管疾患 心疾患 肺炎 不慮の事故 自殺 老衰 その他

図４－２構成割合女

総 数

～ 歳

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳～

悪性新生物 脳血管疾患 心疾患 肺炎 不慮の事故 自殺 老衰 その他
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悪性新生物について死亡率を部位別にみると、男性では前年と同じく「肺」が一番高く、続いて

「胃」、「大腸」と続いている。前年と比べると「胃」が増加している。女性では「大腸」が一番

高く、続いて「胃」、「肺」となっている。前年と比べると「肝」、「肺」、「乳房」、「子宮」

が増加している。（表７）

表７ 悪性新生物の主な部位別にみた死亡数・死亡率（人口 万対）の年次推移

部 位
昭和 昭和 昭和 平成 平成 平成 平成 平成 平成

年 年 年 年 年 年 年 年 年

死
亡
数

男

胃

肝

肺

大 腸

女

胃

肝

肺

乳 房

子 宮

大 腸

死
亡
率

男

胃

肝

肺

大 腸

女

胃

肝

肺

乳 房

子 宮

大 腸

４ 婚 姻

婚姻件数は 組で、前年の 組より 組減少し、婚姻率（人口千対）は で前年の より

ポイント減少した。全国順位は 年連続 位である。

婚姻率の年次推移をみると、全国的に第２次世界大戦前は増加傾向にあり、本県の婚姻率も全国よ

り高く推移していた。終戦直後の「繰り延べられた婚姻」によって、昭和 ～ 年頃（第１次婚姻ブ

ーム）は婚姻件数が約１万６千件と急増したが、以後は急激に減少した。

その後、全国の婚姻件数は増加に転じたが、本県は減少を続け、第２次婚姻ブーム（昭和 ～ 年）

の影響も小さく、現在まで減少傾向が続いている。（図１－⑤）

婚姻率の低下は、若年層の人口減少も一因と考えられる。 歳～ 歳の人口推移をみると、昭和

年代中頃から始まった経済の高度成長により、東京、大阪、名古屋などの大都市地域への大規模な

人口の集中移動があり、その後、昭和 年のオイルショックを契機とする高度成長から低成長への移

行などの影響により、人口移動は比較的安定したものの、依然として人口の減少は続いている。

（図５）
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悪性新生物について死亡率を部位別にみると、男性では前年と同じく「肺」が一番高く、続いて
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ーム）は婚姻件数が約１万６千件と急増したが、以後は急激に減少した。

その後、全国の婚姻件数は増加に転じたが、本県は減少を続け、第２次婚姻ブーム（昭和 ～ 年）

の影響も小さく、現在まで減少傾向が続いている。（図１－⑤）

婚姻率の低下は、若年層の人口減少も一因と考えられる。 歳～ 歳の人口推移をみると、昭和

年代中頃から始まった経済の高度成長により、東京、大阪、名古屋などの大都市地域への大規模な

人口の集中移動があり、その後、昭和 年のオイルショックを契機とする高度成長から低成長への移

行などの影響により、人口移動は比較的安定したものの、依然として人口の減少は続いている。
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図１－⑤ 婚姻率（人口千対）年次推移 －秋田県・全国－

 
図５ 歳～ 歳の年齢階級における人口の推移 表８ 平均初婚年齢（男女別）

平均初婚年齢は､夫 歳、妻 歳で、前年と比較して夫は、

歳下降し、妻は 歳上昇しており、全国と同様に晩婚化の傾

向にある。夫妻の平均初婚年齢の差は、ここ数年２歳未満で推移

している。（表８）

夫妻の一方が外国人の婚姻件数は 組（総婚姻数の ％）で、

前年の 組（総婚姻数の ％）より 組減少した。内訳をみると、

「夫日本・妻外国」は 組であり、「妻日本・夫外国」は 組で

ある。妻の国籍順では、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、中国、韓国・朝鮮の順に多く、

夫の国籍別では、韓国・朝鮮、米国の順に多かった。（表９）
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男

女
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男

女
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男

女
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男

女
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男

女
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男

女
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男

女
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男

女
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男

女
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女
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男

女
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男

女
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第 次婚姻ブーム昭
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実数に見る若年人口の減少
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３５－３９歳

昭
和
２
５
年

昭
和
３
０
年

昭
和
３
５
年

昭
和
４
０
年

昭
和
４
５
年

昭
和
５
０
年

昭
和
５
５
年

昭
和
６
０
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
１
２
年

平
成
１
７
年

平
成
２
２
年

平
成
２
３
年

平
成
２
４
年

平
成
２
５
年

平
成
２
６
年

平
成
２
７
年

１５－１９歳 ２０－２４歳 ２５－２９歳 ３０－３４歳 ３５－３９歳
人
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表９ 夫妻の一方が外国人の婚姻件数

５ 離 婚

離婚件数は 組で、前年の 組より 組増加し、離婚率（人口千対）は で前年の よ

り ポイント増加した。

離婚件数の年次推移をみると、第２次世界大戦前は減少傾向であったが、戦後すぐ 組を超え、

その後急激に減少し、昭和 年には 組を割り込んだ。その後は、昭和 年以降一時減少に転じた

後、ほぼ増加傾向にあったが、平成 年の 組をピークに減少傾向が続いている。

離婚率は、昭和 年代までは全国より高く推移してきたが、昭和 年を境に全国と逆転し、以後、

全国より低い状態で推移しながら現在に至っている。（図１－⑥）

図１－⑥ 離婚率（人口千対）年次推移 －秋田県・全国－ 

夫妻の一方が外国人の離婚件数は 組（総離婚数の ％）で、前年の 組（総離婚数の ％）と

同数であった。内訳をみると、「夫日本・妻外国」は 組であり、「妻日本・夫外国」は 組である。

妻の国籍順では、中国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、韓国・朝鮮となっている。（表 ）

表 夫妻の一方が外国人の離婚件数

表 夫婦の一方が外国人の離婚件数

婚姻

総数

夫妻の一

方が外国
構成比

夫日本・妻外国 妻日本・夫外国

総数 中国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ
韓国

朝鮮
その他 総数 米国

韓国

朝鮮
中国 その他

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

離婚

総数

夫妻の一

方が外国
構成比

夫日本・妻外国 妻日本・夫外国

総数 中国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ
韓国

朝鮮
その他 総数 米国

韓国

朝鮮
中国 その他

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

離婚グラフ

大正４年 大正 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 昭和 年 平成７年 平成 年 平成 年

秋田県

全 国

昭和 年
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後、ほぼ増加傾向にあったが、平成 年の 組をピークに減少傾向が続いている。

離婚率は、昭和 年代までは全国より高く推移してきたが、昭和 年を境に全国と逆転し、以後、

全国より低い状態で推移しながら現在に至っている。（図１－⑥）

図１－⑥ 離婚率（人口千対）年次推移 －秋田県・全国－ 

夫妻の一方が外国人の離婚件数は 組（総離婚数の ％）で、前年の 組（総離婚数の ％）と

同数であった。内訳をみると、「夫日本・妻外国」は 組であり、「妻日本・夫外国」は 組である。

妻の国籍順では、中国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、韓国・朝鮮となっている。（表 ）

表 夫妻の一方が外国人の離婚件数

表 夫婦の一方が外国人の離婚件数

婚姻

総数

夫妻の一

方が外国
構成比

夫日本・妻外国 妻日本・夫外国

総数 中国 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ
韓国

朝鮮
その他 総数 米国

韓国

朝鮮
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平成 年
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平成 年

平成 年
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離婚

総数

夫妻の一

方が外国
構成比

夫日本・妻外国 妻日本・夫外国
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平成 年

第1表　人口動態実数・率（2次医療圏別）   平成27年

出生数 死亡数
自然
増減

乳　児
死亡数

新生児
死亡数

婚姻
件数

離婚
件数

率は
人口
千対

率は
人口
千対

率は
人口
千対

率は
出生
千対

率は
出生
千対

総数 自然 人工 総数

妊　娠
満22週
以後の
死　産

早期新
生児死
亡（率は
出生千
対）

率は
人口
千対

率は
人口
千対

総 数 △ 8,933

大 館 ・ 鹿 角 △ 1,185

実 北 秋 田 △ 508

能 代 ・ 山 本 △ 1,064

秋 田 周 辺 △ 2,196

（ 秋 田 市
保 健 所 管 内 ）

△ 1,374

（ 秋 田 中 央
保 健 所 管 内 ） △ 822

由 利 本 荘
・ に か ほ

△ 876

数 大 仙 ・ 仙 北 △ 1,390

横 手 △ 890

湯 沢 ・ 雄 勝 △ 824

総 数 △ 8.8

大 館 ・ 鹿 角 △ 10.6

北 秋 田 △ 14.3

能 代 ・ 山 本 △ 12.9

秋 田 周 辺 △ 5.5

率
（ 秋 田 市
保 健 所 管 内 ） △ 4.4

（ 秋 田 中 央
保 健 所 管 内 ） △ 9.7

由 利 本 荘
・ に か ほ

△ 8.3

大 仙 ・ 仙 北 △ 10.6

横 手 △ 9.7

湯 沢 ・ 雄 勝 △ 12.8

　＊率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、２次医療圏→総人口である。（解－２の頁参照）

周産期死亡数
（率は出産千対）

死　産　数
（率は出産千対）

区　　　　分
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第2表　人口動態総覧（都道府県別）

全  国 △ 284,767

北海道 △ 23,972

青  森 △ 8,527

岩  手 △ 7,688

宮  城 △ 5,071

秋  田 △ 8,933

山  形 △ 7,129

福  島 △ 10,010

茨  城 △ 9,325

栃  木 △ 5,213

群  馬 △ 7,263

埼  玉 △ 6,488

千  葉 △ 9,065

東  京
神奈川 △ 2,287

新  潟 △ 11,958

富  山 △ 5,164

石  川 △ 3,208

福  井 △ 2,741

山  梨 △ 3,649

長  野 △ 8,898

岐  阜 △ 6,532

静  岡 △ 11,166

愛  知
三  重 △ 6,189

滋  賀
京  都 △ 5,833

大  阪 △ 12,981

兵  庫 △ 11,376

奈  良 △ 4,088

和歌山 △ 5,519

鳥  取 △ 2,647

島  根 △ 4,053

岡  山 △ 5,926

広  島 △ 6,201

山  口 △ 7,851

徳  島 △ 4,261

香  川 △ 3,874

愛  媛 △ 7,439

高  知 △ 4,968

福  岡 △ 5,024

佐  賀 △ 2,638

長  崎 △ 5,835

熊  本 △ 5,115

大  分 △ 4,846

宮  崎 △ 4,268

鹿児島 △ 7,229

沖  縄
外　国 △ 90 　　　　 ・ 　　　　 ・　　　 ・
不　詳 　　　　 ・ 　　　　 ・ 　　　　 ・ 　　　　 ・ 　　　　 ・　　　 ・

死

亡

数

乳

児

（

一

歳

未

満

）

自

然

増

減

数

週

未

満
）

死

亡

数

新

生

児
（

生

後

四

（再掲）都

道

府

県

未

満

出

生

数

（再掲） 死

亡

数

総

数

自

然

総

数

婚

姻

件

数

離

婚

件

数

周産期死亡数

死

亡

早

期

新

生

児

人

工

死　産　数

以

後

の

死

産

妊

娠

満

週
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死

産

妊
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満
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△ 2.3 全  国
△ 4.5 北海道
△ 6.5 青  森
△ 6.0 岩  手
△ 2.2 宮  城
△ 8.8 秋  田
△ 6.4 山  形
△ 5.3 福  島
△ 3.2 茨  城
△ 2.7 栃  木
△ 3.8 群  馬
△ 0.9 埼  玉
△ 1.5 千  葉

東  京
△ 0.3 神奈川
△ 5.2 新  潟
△ 4.9 富  山
△ 2.8 石  川
△ 3.5 福  井
△ 4.4 山  梨
△ 4.3 長  野
△ 3.3 岐  阜
△ 3.1 静  岡

愛  知
△ 3.5 三  重

滋  賀
△ 2.3 京  都
△ 1.5 大  阪
△ 2.1 兵  庫
△ 3.0 奈  良
△ 5.8 和歌山
△ 4.6 鳥  取
△ 5.9 島  根
△ 3.1 岡  山
△ 2.2 広  島
△ 5.6 山  口
△ 5.7 徳  島
△ 4.0 香  川
△ 5.4 愛  媛
△ 6.9 高  知
△ 1.0 福  岡
△ 3.2 佐  賀
△ 4.3 長  崎
△ 2.9 熊  本
△ 4.2 大  分
△ 3.9 宮  崎
△ 4.4 鹿児島

沖  縄
・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 外　国
・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 不　詳

平成27年

婚

姻

率
（人口千対）

離

婚

率

合
計
特
殊
出
生
率

都

道

府

県

（

人

口

千

対

）

自

然

増

減

率

女

対

男

出

生

子

の

性

比

（

人

口

千

対

）

死

亡

率

乳

児

死

亡

率

新
生
児
死
亡
率

（出生千対）

（

出

生

千

対

）

早
期
新
生
児
死
亡
率

死

産

率

自

然

死

産

率

人

工

死

産

率

（出産千対）

周
産
期
死
亡
率

以
後
の
死
産
率

妊
娠
満

週

（出産千対）

（

人

口

千

対

）

出

生

率
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第3表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 実数）

明治32 …

…
…
…
…
…

… … …
…
…
…
…

…
…

大正元 …
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

昭和元 …
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

… …
… …
… …

…
…
…

区　　　　分 人　　　口 自然増減数 乳児死亡数出　生　数 死　亡　数
新　生　児
死　亡　数

‒ 16 ‒



第3表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 実数）

明治32 …

…
…
…
…
…

… … …
…
…
…
…

…
…

大正元 …
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

昭和元 …
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

… …
… …
… …

…
…
…

区　　　　分 人　　　口 自然増減数 乳児死亡数出　生　数 死　亡　数
新　生　児
死　亡　数 総　　　数 自然死産 人工死産 総　　　数

妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死　　　亡

… … … … …

… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …

… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …

… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …

… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …

… … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …

… … … … … … … …
… … … … … … …
… … … … …
… … … … …
… … … … …

… … …

周　産　期　死　亡　数
婚姻件数 離婚件数

死　　　　産　　　　数
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第3表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 実数）（つづき）

昭和25 …

平成元

△ 462
△ 238
△ 936

△ 1,360
△ 1,854
△ 2,148
△ 2,974

※　平成6年以前は、妊娠満28週以後の死産

区　　　　分 人　　　口 出　生　数 死　亡　数 自然増減数 乳児死亡数
新　生　児
死　亡　数
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第3表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 実数）（つづき）

昭和25 …

平成元

△ 462
△ 238
△ 936

△ 1,360
△ 1,854
△ 2,148
△ 2,974

※　平成6年以前は、妊娠満28週以後の死産

区　　　　分 人　　　口 出　生　数 死　亡　数 自然増減数 乳児死亡数
新　生　児
死　亡　数 総　　　数 自然死産 人工死産 総　　　数

妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死　　　亡

… …

婚姻件数 離婚件数
周　産　期　死　亡　数死　　　　産　　　　数
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第3表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 実数）（つづき）

平成12 △ 3,019
△ 2,998
△ 3,748
△ 4,537
△ 4,707
△ 5,364
△ 5,832
△ 6,241
△ 6,217
△ 6,853
△ 7,600
△ 7,984
△ 8,313
△ 8,647
△ 9,098
△ 8,933

自然増減数 乳児死亡数
新　生　児
死　亡　数

区　　　　分 人　　　口 出　生　数 死　亡　数

‒ 20 ‒



第3表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 実数）（つづき）

平成12 △ 3,019
△ 2,998
△ 3,748
△ 4,537
△ 4,707
△ 5,364
△ 5,832
△ 6,241
△ 6,217
△ 6,853
△ 7,600
△ 7,984
△ 8,313
△ 8,647
△ 9,098
△ 8,933

自然増減数 乳児死亡数
新　生　児
死　亡　数

区　　　　分 人　　　口 出　生　数 死　亡　数
総　　　数 自然死産 人工死産 総　　　数

妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死　　　亡

離婚件数
死　　　　産　　　　数 周　産　期　死　亡　数

婚姻件数

‒ 21 ‒



第4表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 率）

死　

総　　　数

明治32 …

…
…
…
…
…

… …
…
…
…
…

…
…

大正元 …
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

昭和元 …
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

… … …
… …
… …

…
…
…

新生児死亡率
（出生千対）

区　　　　分
出　生　率

（人口千対）
死　亡　率

（人口千対）
自然増減率

（人口千対）
乳児死亡率

（出生千対）

‒ 22 ‒



第4表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 率）

死　

総　　　数

明治32 …

…
…
…
…
…

… …
…
…
…
…

…
…

大正元 …
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

昭和元 …
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…

… … …
… …
… …

…
…
…

新生児死亡率
（出生千対）

区　　　　分
出　生　率

（人口千対）
死　亡　率

（人口千対）
自然増減率

（人口千対）
乳児死亡率

（出生千対）

産　率（出産千対）

自然死産 人工死産 総　　　数
妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死　亡　率

（出生千対）

… … … … … …

… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …

… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …

… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …

… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …

… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … …
… … … … … … … …
… … … … … … … …
… … … … … …
… … … … … …

… … … …
… … … …

周産期死亡率（出生＋妊娠満22週以後の死産千対）

婚　姻　率
（人口千対）

合計特殊
出 生 率

離　婚　率
（人口千対）

‒ 23 ‒



第4表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 率）（つづき）

死　

総　　　数

昭和25 …
…

平成元

△　0.4
△　0.2
△　0.8
△  1.1
△  1.5
△  1.8
△　2.5

新生児死亡率
（出生千対）

乳児死亡率
（出生千対）

区　　　　分
出　生　率

（人口千対）
死　亡　率

（人口千対）
自然増減率

（人口千対）

‒ 24 ‒



第4表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 率）（つづき）

死　

総　　　数

昭和25 …
…

平成元

△　0.4
△　0.2
△　0.8
△  1.1
△  1.5
△  1.8
△　2.5

新生児死亡率
（出生千対）

乳児死亡率
（出生千対）

区　　　　分
出　生　率

（人口千対）
死　亡　率

（人口千対）
自然増減率

（人口千対）

産　率（出産千対）

自然死産 人工死産 総　　　数
妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死　亡　率

（出生千対）

… … …
…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…

合計特殊
出 生 率

離　婚　率
（人口千対）

周産期死亡率（出生＋妊娠満22週以後の死産千対）

婚　姻　率
（人口千対）
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第4表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 率）（つづき）

死　

総　　　数

平成12 △　2.5
△　2.5
△　3.2
△　3.9
△　4.1
△　4.7
△　5.2
△　5.6
△　5.6
△　6.3
△  7.0 
△  7.4 
△  7.8 
△  8.3 
△  8.8 
△  8.8 

区　　　　分
出　生　率

（人口千対）
死　亡　率

（人口千対）
自然増減率

（人口千対）
乳児死亡率

（出生千対）
新生児死亡率
（出生千対）
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第4表　年次別にみた人口動態総覧（秋田県 ― 率）（つづき）

死　

総　　　数

平成12 △　2.5
△　2.5
△　3.2
△　3.9
△　4.1
△　4.7
△　5.2
△　5.6
△　5.6
△　6.3
△  7.0 
△  7.4 
△  7.8 
△  8.3 
△  8.8 
△  8.8 

区　　　　分
出　生　率

（人口千対）
死　亡　率

（人口千対）
自然増減率

（人口千対）
乳児死亡率

（出生千対）
新生児死亡率
（出生千対）

産　率（出産千対）

自然死産 人工死産 総　　　数
妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死　亡　率

（出生千対）

離　婚　率
（人口千対）

合計特殊
出 生 率

周産期死亡率（出生＋妊娠満22週以後の死産千対）

婚　姻　率
（人口千対）
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第5表　年次別にみた人口動態総覧（全国 ― 実数・率）

明治43

大正4

昭和5

平成元

△21,266

△18,516

△51,251

△71,830

△125,708

△202,260

△219,128

△238,620

△269,465

△284,767

区　　　　分 人　　　口 出生数 死亡数
自　然
増減数

乳　児
死亡数

新生児
死亡数

死産数
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出生率 死亡率
自　然
増減率

乳　児
死亡率

新生児
死亡率

死産率 婚姻率 離婚率

人口
千対

人口
千対

人口
千対

出生
千対

出生
千対

出産
千対

人口
千対

人口
千対

… 明治43

… 大正4

…

昭和5

…

平成元

△0.2

△0.1

△0.4

△0.6

△1.0

△1.6

△1.7

△1.9

△2.1

△2.3

年　次
合　計
特　殊
出生率

離婚件数婚姻件数

‒ 29 ‒



第6表　人口動態総覧（保健所・市町村別）

総数 男 女 総数 男 女

△8,933

△7,626

△1,307

管 内 計 △1,185

市 部 計 △1,075

大 館 市 △717

鹿 角 市 △358

鹿 角 郡 △110

小 坂 町 △110

管 内 計 △508

北 秋 田 市 △449

北 秋 田 郡 △59

上 小 阿 仁 村 △59

管 内 計 △1,064

能 代 市 △632

山 本 郡 △432

藤 里 町 △71

三 種 町 △244

八 峰 町 △117

管 内 計 △1,374

秋 田 市 △1,374

管 内 計 △822

市 部 計 △556

男 鹿 市 △326

潟 上 市 △230

南 秋 田 郡 △266

五 城 目 町 △145

八 郎 潟 町 △53

井 川 町 △58

大 潟 村 △10

管 内 計 △876

由 利 本 荘 市 △659

に か ほ 市 △217

管 内 計 △1,390

市 部 計 △1,204

大 仙 市 △874

仙 北 市 △330

仙 北 郡 △186

美 郷 町 △186

管 内 計 △890

横 手 市 △890

管 内 計 △824

湯 沢 市 △570

雄 勝 郡 △254

羽 後 町 △235

東 成 瀬 村 △19

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

(再　　掲）
低体重児数
(2500g未満)

死　亡　数
区　　　　　　　　　　分

出　生　数
自  然
増減数
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総数 男 女 総数 男 女 総数 自然 人工 総数
妊娠満22週
以後の死産

早期新生
児死亡

  平成27年

周産期死亡数
婚姻
件数

離婚
件数

新生児死亡数（生後4週未満） 死産数（妊娠満12週以後）乳児死亡数（1歳未満）

‒ 31 ‒



第7表　人口動態率（保健所・市町村別）

△8.8

△8.2

△13.4

管 内 計 △10.6

市 部 計 △10.1

大 館 市 △9.7

鹿 角 市 △11.2

鹿 角 郡 △20.6

小 坂 町 △20.6

管 内 計 △14.3

北 秋 田 市 △13.5

北 秋 田 郡 △24.8

上 小 阿 仁 村 △24.8

管 内 計 △12.9

能 代 市 △11.5

山 本 郡 △15.6

藤 里 町 △21.1

三 種 町 △14.3

八 峰 町 △16.0

管 内 計 △4.4

秋 田 市 △4.4

管 内 計 △9.7

市 部 計 △9.0

男 鹿 市 △11.5

潟 上 市 △7.0

南 秋 田 郡 △11.3

五 城 目 町 △15.3

八 郎 潟 町 △8.7

井 川 町 △11.6

大 潟 村 △3.2

管 内 計 △8.3

由 利 本 荘 市 △8.2

に か ほ 市 △8.6

管 内 計 △10.6

市 部 計 △10.9

大 仙 市 △10.6

仙 北 市 △12.0

仙 北 郡 △9.2

美 郷 町 △9.2

管 内 計 △9.7

横 手 市 △9.7

管 内 計 △12.8

湯 沢 市 △12.2

雄 勝 郡 △14.2

羽 後 町 △15.3

東 成 瀬 村 △7.3

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

郡　　　　　　　　　　部

湯
沢
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
新生児
死亡率

(出生千対)

総　　　　　　　　　　数

死亡率

(人口千対）

人　　　　口

(27.10. 1現在)

出生率

(人口千対）

自　然
増減率

(人口千対）

乳　児
死亡率

(出生千対)

市　　　　　　　　　　部
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  平成27年

総　　数 自然死産 人工死産
総数（出生＋妊娠満22
週以後の死産千対）

後期死産(出生＋妊娠満
22週以後の死産千対)

早期新生児死亡
（出生千対）

＊率の算出に用いた人口は、秋田県総数→H22国勢調査による基準人口の都道府県別・男女別人口（日本人人口－按分済み人口）、
市町村別→Ｈ27国勢調査による都道府県別総人口とします。（解－２の頁参照）

周 産 期 死 亡 率 婚 姻 率

（人口千対）

離 婚 率

（人口千対）

死　産　率（出産千対）

‒ 33 ‒





第 ３ 章

出 生 統 計





第8表　出生率（人口1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄

‒ 35 ‒



第9表　出生数（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

‒ 36 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

５　月 ６　月 １１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月

‒ 37 ‒



第10表　低体重児出生数（2,500グラム未満）（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

３　月 ４　月

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

１　月 ２　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

‒ 38 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

５　月 ６　月 １１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月

‒ 39 ‒



第11表　出生数（出生の場所・立会者・市部・郡部別） 平成27年

総　数 市　部 郡　部 総　数 市　部 郡　部

総　　　数

医 　　 師

助　産　師

病　　　院

医 　　 師

助　産　師

診　療　所

医 　　 師

助　産　師

助　産　所

医 　　 師

助　産　師

総　　　数

医　　　師

助　産　師

そ　の　他

自　　　宅

医　　　師

助　産　師

そ　の　他

そ　の　他

医　　　師

助　産　師

そ　の　他
注）百分率の欄において端数処理の関係上、各項目数値を合計しても100％にならないことがある。

第12表　出生数（母の年齢（5歳階級）・出生順位別） 平成27年

総　　数 第　1　子 第　2　子 第　3　子 第　4　子
第　5　子
以　　上

そ     の     他

施
　
　
　
　
設
　
　
　
　
内

35　～　39　歳

20　～　24　歳

15　～　19　歳

40　～　44　歳

実　　　　　　　　　数

25　～　29　歳

出生の場所・立会者

　　～  14  歳

年　　　　　　齢

百　　　　分　　　　率

施
　
　
　
設
　
　
　
外

医            師

 総　　　　　　　 数

助     産     師

出生順位別母の平均年齢

30　～　34　歳

不           詳

総　　　　　　数

    45　歳　～        

‒ 40 ‒



第11表　出生数（出生の場所・立会者・市部・郡部別） 平成27年

総　数 市　部 郡　部 総　数 市　部 郡　部

総　　　数

医 　　 師

助　産　師

病　　　院

医 　　 師

助　産　師

診　療　所

医 　　 師

助　産　師

助　産　所

医 　　 師

助　産　師

総　　　数

医　　　師

助　産　師

そ　の　他

自　　　宅

医　　　師

助　産　師

そ　の　他

そ　の　他

医　　　師

助　産　師

そ　の　他
注）百分率の欄において端数処理の関係上、各項目数値を合計しても100％にならないことがある。

第12表　出生数（母の年齢（5歳階級）・出生順位別） 平成27年

総　　数 第　1　子 第　2　子 第　3　子 第　4　子
第　5　子
以　　上

そ     の     他

施
　
　
　
　
設
　
　
　
　
内

35　～　39　歳

20　～　24　歳

15　～　19　歳

40　～　44　歳

実　　　　　　　　　数

25　～　29　歳

出生の場所・立会者

　　～  14  歳

年　　　　　　齢

百　　　　分　　　　率

施
　
　
　
設
　
　
　
外

医            師

 総　　　　　　　 数

助     産     師

出生順位別母の平均年齢

30　～　34　歳

不           詳

総　　　　　　数

    45　歳　～        

第13表　出生数（出生時の体重・出生時の平均体重・性・単産 ― 複産別）         平成27年

出生時の体重 性　別 総　　　　数 単　　　　産 複　　　　産

総数

総　　　　　　数 男

女

総数

1.0　㎏　未　満 男

女

総数

1.0　～　1.5　㎏ 男

女

総数

1.5　～　2.0　㎏ 男

女

総数

2.0　～　2.5　㎏ 男

女

総数

2.5　～　3.0　㎏ 男

女

総数

3.0　～　3.5　㎏ 男

女

総数

3.5　～　4.0　㎏ 男

女

総数

4.0　～　4.5　㎏ 男

女

総数

4.5　～　5.0　㎏ 男

女

総数

5.0　㎏　～ 男

女

総数

不　　　　　　詳 男

女

総数

平　均　体　重　（㎏） 男

女

総数

全国の平均体重　（㎏） 男

女

‒ 41 ‒



第14表　出生数（出生時の身長・出生時の平均身長・性・年次別）         平成27年

実　　　数 構成割合 実　　　数 構成割合

総　　　　　　　　数

40　　cm　　以　　下

41　　　　　　　　cm

42　　　　　　　　cm

43　　　　　　　　cm

44　　　　　　　　cm

45　　　　　　　　cm

46　　　　　　　　cm

47　　　　　　　　cm

48　　　　　　　　cm

男 49　　　　　　　　cm

50　　　　　　　　cm

51　　　　　　　　cm

52　　　　　　　　cm

53　　　　　　　　cm

54　　　　　　　　cm

55　　cm　　以　　上

不　　　　　　　　詳 ・ ・

平　　均　　身　　長 ・ ・

全 国 の 平 均 身 長 ・ ・

総　　　　　　　　数

40　　cm　　以　　下

41　　　　　　　　cm

42　　　　　　　　cm

43　　　　　　　　cm

44　　　　　　　　cm

45　　　　　　　　cm

46　　　　　　　　cm

47　　　　　　　　cm

48　　　　　　　　cm

女 49　　　　　　　　cm

50　　　　　　　　cm

51　　　　　　　　cm

52　　　　　　　　cm

53　　　　　　　　cm

54　　　　　　　　cm

55　　cm　　以　　上

不　　　　　　　　詳 ・ ・

平　均　身　長　(cm) ・ ・

全国の平均身長　(cm) ・ ・

平成27年 平成26年
出 生 時 の 身 長

‒ 42 ‒
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第14表　出生数（出生時の身長・出生時の平均身長・性・年次別）         平成27年

実　　　数 構成割合 実　　　数 構成割合

総　　　　　　　　数

40　　cm　　以　　下

41　　　　　　　　cm

42　　　　　　　　cm

43　　　　　　　　cm

44　　　　　　　　cm

45　　　　　　　　cm

46　　　　　　　　cm

47　　　　　　　　cm

48　　　　　　　　cm

男 49　　　　　　　　cm

50　　　　　　　　cm

51　　　　　　　　cm

52　　　　　　　　cm

53　　　　　　　　cm

54　　　　　　　　cm

55　　cm　　以　　上

不　　　　　　　　詳 ・ ・

平　　均　　身　　長 ・ ・

全 国 の 平 均 身 長 ・ ・

総　　　　　　　　数

40　　cm　　以　　下

41　　　　　　　　cm

42　　　　　　　　cm

43　　　　　　　　cm

44　　　　　　　　cm

45　　　　　　　　cm

46　　　　　　　　cm

47　　　　　　　　cm

48　　　　　　　　cm

女 49　　　　　　　　cm

50　　　　　　　　cm

51　　　　　　　　cm

52　　　　　　　　cm

53　　　　　　　　cm

54　　　　　　　　cm

55　　cm　　以　　上

不　　　　　　　　詳 ・ ・

平　均　身　長　(cm) ・ ・

全国の平均身長　(cm) ・ ・

平成27年 平成26年
出 生 時 の 身 長

第15表　死亡率（人口1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄

‒ 43 ‒



第16表　死亡数（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所
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平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

５　月 ６　月 １１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月

‒ 45 ‒



第17表　死亡数（性・年齢（5歳階級）・保健所・市町村別）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

区　　　　　　　　　　分
総　　　　数 0 ～ 4歳 5  ～  9

秋田市
保健所

総　　　　　　　　　　数

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

‒ 46 ‒



第17表　死亡数（性・年齢（5歳階級）・保健所・市町村別）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

区　　　　　　　　　　分
総　　　　数 0 ～ 4歳 5  ～  9

秋田市
保健所

総　　　　　　　　　　数

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成27年

10 ～ 14 15 ～ 19 20 ～ 24 25 ～ 29
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第17表　死亡数（性・年齢（5歳階級）・保健所・市町村別）（つづき）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

区　　　　　　　　　　分
30 ～ 34 35 ～ 39 40 ～ 44

総　　　　　　　　　　数

‒ 48 ‒



第17表　死亡数（性・年齢（5歳階級）・保健所・市町村別）（つづき）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

区　　　　　　　　　　分
30 ～ 34 35 ～ 39 40 ～ 44

総　　　　　　　　　　数

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成27年

60 ～ 6445 ～ 49 50 ～ 54 55 ～ 59

‒ 49 ‒



第17表　死亡数（性・年齢（5歳階級）・保健所・市町村別）（つづき）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

65 ～ 69 70 ～ 74 75 ～ 79

‒ 50 ‒



第17表　死亡数（性・年齢（5歳階級）・保健所・市町村別）（つづき）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

65 ～ 69 70 ～ 74 75 ～ 79

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成27年

80 ～ 84 85  ～ 不　　詳 65歳以上（再掲）

‒ 51 ‒



第18表　死因順位・率（人口10万対）（年次別）

死　　　　　　　　因 率 死　　　　　　　　因 率

明治43年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 肺 炎 及 び 気 管 支 炎

大正 4年 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 肺 炎 及 び 気 管 支 炎

9年 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎

14年 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷

昭和 5年 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷

10年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎

22年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎

25年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 全 結 核

30年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 悪 性 新 生 物

35年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 悪 性 新 生 物

40年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 悪 性 新 生 物

45年 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物

50年 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物

55年 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物

60年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

61年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

62年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

63年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

平成元年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

2年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

3年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

4年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

5年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

6年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

7年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

8年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

9年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

10年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

11年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

12年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

13年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

14年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

15年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

16年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

17年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

18年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

19年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

20年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

21年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

22年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

23年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

24年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

25年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

26年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

27年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

27年（全国） 悪 性 新 生 物 心 疾 患

区　　分
1　　　　　　　　　　位 2　　　　　　　　　　位

‒ 52 ‒



第18表　死因順位・率（人口10万対）（年次別）

死　　　　　　　　因 率 死　　　　　　　　因 率

明治43年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 肺 炎 及 び 気 管 支 炎

大正 4年 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 肺 炎 及 び 気 管 支 炎

9年 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎

14年 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷

昭和 5年 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷

10年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎

22年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎

25年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 全 結 核

30年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 悪 性 新 生 物

35年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 悪 性 新 生 物

40年 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 悪 性 新 生 物

45年 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物

50年 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物

55年 脳 血 管 疾 患 悪 性 新 生 物

60年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

61年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

62年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

63年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

平成元年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

2年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

3年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

4年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

5年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

6年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

7年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

8年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

9年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

10年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

11年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

12年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

13年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

14年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

15年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

16年 悪 性 新 生 物 脳 血 管 疾 患

17年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

18年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

19年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

20年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

21年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

22年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

23年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

24年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

25年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

26年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

27年 悪 性 新 生 物 心 疾 患

27年（全国） 悪 性 新 生 物 心 疾 患

区　　分
1　　　　　　　　　　位 2　　　　　　　　　　位

死　　　　　　　　因 率 死　　　　　　　　因 率 死　　　　　　　　因 率

胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 新 生 児 固 有 の 疾 患 髄 膜 炎

新 生 児 固 有 の 疾 患 中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 髄 膜 炎

中 枢 神 経 系 血 管 損 傷 新 生 児 固 有 の 疾 患 髄 膜 炎

新 生 児 固 有 の 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 腎 炎 及 び ネ フ ロ ー ゼ

新 生 児 固 有 の 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 腎 炎 及 び ネ フ ロ ー ゼ

新 生 児 固 有 の 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 全 結 核

全 結 核 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 新 生 児 固 有 の 疾 患

胃炎、十二指腸炎、腸炎、大腸炎 新 生 児 固 有 の 疾 患 老 衰

老 衰 心 臓 の 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎

心 臓 の 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 老 衰

心 臓 の 疾 患 老 衰 不 慮 の 事 故

心 疾 患 不 慮 の 事 故 肺 炎 及 び 気 管 支 炎

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 自 殺

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 自 殺

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 自 殺

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

脳 血 管 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

脳 血 管 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

脳 血 管 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

脳 血 管 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

脳 血 管 疾 患 肝 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故及び有害作用

心 疾 患 肺 炎 及 び 気 管 支 炎 不慮の事故盈び有害作用

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

心 疾 患 肺 炎 自 殺

心 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 不 慮 の 事 故

脳 血 管 疾 患 肺 炎 老 衰

脳 血 管 疾 患 肺 炎 老 衰

脳 血 管 疾 患 肺 炎 老 衰

脳 血 管 疾 患 肺 炎 老 衰

脳 血 管 疾 患 肺 炎 老 衰

肺 炎 脳 血 管 疾 患 老 衰

5　　　　　　　　　　位3　　　　　　　　　　位 4　　　　　　　　　　位

‒ 53 ‒



第19表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年次別）

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

明治43年 … … … …

大正 4年 … … … …

9年 … … … …

14年 … … … …

昭和 5年 … … … …

10年 … … … …

22年 … …

25年

30年

35年

40年

45年

50年

55年

60年

61年

62年

63年

平成元年

2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

全国 27年

区　　　分

高血圧性
疾　　患

心 疾 患
（高血圧性を

除く）

脳 血 管
疾　　患

肺　　炎結　　核
悪　　性
新 生 物

糖 尿 病

（死因分類コード）

‒ 54 ‒



実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

… … … … … … … … … …

… … … … … … … … … …

… … … … … … … … … …

… … … … … … … … … …

… … … … … … … … … …

… … … … … … … … … …

… … … … … …

… … … … … …

… … … … … …

… … … … … …

… … … … … …

… … … …

… … … …

… …

… …

… …

… …

… …

… …

… …

… …

慢性閉塞
性肺疾患

喘　　息
不 慮 の
事　　故 交通事故

胃 潰 瘍
及び十二
指腸潰瘍

肝 疾 患 腎 不 全 老　　衰 自　　殺

(再掲）

‒ 55 ‒



第20表　死亡数（性・月・死因別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女

呼吸器結核

その他の結核

Ｂ型ウイルス肝炎

Ｃ型ウイルス肝炎

その他のウイルス肝炎

口唇、口腔及び咽頭の
悪性新生物

食道の悪性新生物

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸Ｓ字結腸移行部及び直腸
の悪性新生物

肝及び肝内胆管の悪性新生物

胆のう及び他の胆道の
悪性新生物

膵の悪性新生物

喉頭の悪性新生物

気管、気管支及び肺の
悪性新生物

皮膚の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

卵巣の悪性新生物

その他の感染症及び寄生虫症

新生物

悪性新生物

総数

感染症及び寄生虫症

腸管感染症

結　核

ＨＩＶ病

敗血症

ウイルス肝炎

死因分類
コ ー ド

総　　　　数 １　月 ２　月 ３　月
区　　　　　　　　　　分

‒ 56 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４　月 ８　月５　月 ６　月 １２　月１０　月７　月 １１　月９　月

‒ 57 ‒



第20表　死亡数（性・月・死因別）（つづき）

計 男 女 男 女 男 女 男 女

前立腺の悪性新生物

膀胱の悪性新生物

中枢神経系の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他のリンパ組織、造血組織
及び関連組織の悪性新生物

その他の悪性新生物

中枢神経系のその他の新生物

中枢神経系を除くその他の新生物

死因分類
コ ー ド

総　　　　数 １　月 ２　月 ３　月
区　　　　　　　　　　分

その他の内分泌、栄養及び代謝疾患

その他の血液及び造血器の疾患
並びに免疫機構の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群

その他の新生物

血液及び造血器の疾患並びに
免疫機構の障害

貧　血

糖尿病

パーキンソン病

アルツハイマー病

その他の神経系の疾患

眼及び附属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

精神及び行動の障害

血管性及び詳細不明の認知症

その他の精神及び行動の障害

神経系の疾患

髄膜炎

循環器系の疾患

高血圧性疾患

‒ 58 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

１０　月 １１　月 １２　月５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月４　月

‒ 59 ‒



第20表　死亡数（性・月・死因別）（つづき）

計 男 女 男 女 男 女 男 女

高血圧性心疾患及び心腎疾患

その他の高血圧性疾患

慢性リウマチ性心疾患

急性心筋梗塞

その他の虚血性心疾患

慢性非リウマチ性心内膜疾患

心筋症

不整脈及び伝導障害

心不全

その他の心疾患

くも膜下出血

脳内出血

脳梗塞

その他の脳血管疾患

インフルエンザ

肺炎

急性気管支炎

慢性閉塞性肺疾患

喘息

胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

ヘルニア及び腸閉塞

肝疾患

死因分類
コ ー ド

総　　　　数 １　月 ２　月 ３　月

心疾患（高血圧性を除く）

脳血管疾患

その他の呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

区　　　　　　　　　　分

大動脈瘤及び解離

その他の循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

‒ 60 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

１２　月６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０　月 １１　月４　月 ５　月

‒ 61 ‒



第20表　死亡数（性・月・死因別）（つづき）

計 男 女 男 女 男 女 男 女

肝硬変（アルコール性を除く）

その他の肝疾患

急性腎不全

慢性腎不全

詳細不明の腎不全

心臓の先天奇形

その他の循環器系の先天奇形

死因分類
コ ー ド

総　　　　数 １　月 ２　月 ３　月

その他の消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

区　　　　　　　　　　分

糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患

腎不全

その他の腎尿路生殖器系の疾患

妊娠、分娩及び産じょく

周産期に発生した病態

妊娠期間及び胎児発育に
関連する障害

出産外傷

周産期に特異的な呼吸障害及び
心血管障害

周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の出血性障害
及び血液障害

その他の周産期に発生した病態

先天奇形、変形及び染色体異常

神経系の先天奇形

循環器系の先天奇形

消化器系の先天奇形

その他の先天奇形及び変形

染色体異常、他に分類されないもの

症状、徴候及び異常臨床所見・異常検
査所見で他に分類されないもの

‒ 62 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

９　月 １０　月 １１　月 １２　月８　月４　月 ５　月 ６　月 ７　月

‒ 63 ‒



第20表　死亡数（性・月・死因別）（つづき）

計 男 女 男 女 男 女 男 女

交通事故

転倒・転落

不慮の溺死及び溺水

不慮の窒息

煙・火及び火災への曝露

有害物質による不慮の中毒
及び有害物質への曝露

その他の不慮の事故

死因分類
コ ー ド

区　　　　　　　　　　分
総　　　　数 １　月 ２　月 ３　月

老　衰

乳幼児突然死症候群

その他の症状、徴候及び異常臨床所見・
異常検査所見で他に分類されないもの

重症急性呼吸器症候群［SARS］

傷病及び死亡の外因

不慮の事故

自　殺

他　殺

その他の外因

特殊目的用コード

‒ 64 ‒



平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

１０　月 １１　月 １２　月４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

‒ 65 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

口唇、口腔及び咽頭
の悪性新生物

呼吸器結核

Ｂ型ウイルス肝炎

Ｃ型ウイルス肝炎

その他のウイルス肝炎

総　　　　　数

感染症及び寄生虫症

腸管感染症

結　核

敗血症

ウイルス肝炎

死因分類
コ ー ド

悪性新生物

4歳0歳 1歳 2歳 3歳総　数区　　　　　　分

その他の結核

ＨＩＶ病

その他の感染症及び
寄生虫症

新生物

‒ 66 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

口唇、口腔及び咽頭
の悪性新生物

呼吸器結核

Ｂ型ウイルス肝炎

Ｃ型ウイルス肝炎

その他のウイルス肝炎

総　　　　　数

感染症及び寄生虫症

腸管感染症

結　核

敗血症

ウイルス肝炎

死因分類
コ ー ド

悪性新生物

4歳0歳 1歳 2歳 3歳総　数区　　　　　　分

その他の結核

ＨＩＶ病

その他の感染症及び
寄生虫症

新生物

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

‒ 67 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

膵の悪性新生物

死因分類
コ ー ド

乳房の悪性新生物

喉頭の悪性新生物

気管、気管支及び
肺の悪性新生物

皮膚の悪性新生物

子宮の悪性新生物

卵巣の悪性新生物

前立腺の悪性新生物

膀胱の悪性新生物

中枢神経系の
悪性新生物

区　　　　　　分 総　数 1歳

結腸の悪性新生物

直腸Ｓ字結腸移行部
及び直腸の悪性新
生物

肝及び肝内胆管の
悪性新生物

胃の悪性新生物

胆のう及び他の胆道
の悪性新生物

食道の悪性新生物

0歳 2歳 3歳 4歳

‒ 68 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

膵の悪性新生物

死因分類
コ ー ド

乳房の悪性新生物

喉頭の悪性新生物

気管、気管支及び
肺の悪性新生物

皮膚の悪性新生物

子宮の悪性新生物

卵巣の悪性新生物

前立腺の悪性新生物

膀胱の悪性新生物

中枢神経系の
悪性新生物

区　　　　　　分 総　数 1歳

結腸の悪性新生物

直腸Ｓ字結腸移行部
及び直腸の悪性新
生物

肝及び肝内胆管の
悪性新生物

胃の悪性新生物

胆のう及び他の胆道
の悪性新生物

食道の悪性新生物

0歳 2歳 3歳 4歳

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

‒ 69 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

3歳 4歳2歳

その他の新生物

中枢神経系のその他
の新生物

総　数 0歳 1歳

中枢神経系を除く
その他の新生物

その他の精神及び行
動の障害

精神及び行動の障害

内分泌、栄養及び代謝疾
患

糖尿病

血管性及び詳細不明
の認知症

白血病

区　　　　　　分

悪性リンパ腫

その他のリンパ組織、
造血組織及び関連組
織の悪性新生物

その他の内分泌、
栄養及び代謝疾患

死因分類
コ ー ド

血液及び造血器の疾患並
びに免疫機構の障害

貧　血

その他の血液及び造
血器の疾患並びに免
疫機構の障害

その他の悪性新生物

‒ 70 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

3歳 4歳2歳

その他の新生物

中枢神経系のその他
の新生物

総　数 0歳 1歳

中枢神経系を除く
その他の新生物

その他の精神及び行
動の障害

精神及び行動の障害

内分泌、栄養及び代謝疾
患

糖尿病

血管性及び詳細不明
の認知症

白血病

区　　　　　　分

悪性リンパ腫

その他のリンパ組織、
造血組織及び関連組
織の悪性新生物

その他の内分泌、
栄養及び代謝疾患

死因分類
コ ー ド

血液及び造血器の疾患並
びに免疫機構の障害

貧　血

その他の血液及び造
血器の疾患並びに免
疫機構の障害

その他の悪性新生物

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

‒ 71 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

高血圧性疾患

心疾患
（高血圧性を除く）

慢性リウマチ性
心疾患

高血圧性心疾患及び
心腎疾患

その他の高血圧性
疾患

眼及び附属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

循環器系の疾患

髄膜炎

脊髄性筋萎縮症及び
関連症候群

パーキンソン病

その他の神経系の疾患

死因分類
コ ー ド

急性心筋梗塞

アルツハイマー病

4歳1歳 2歳 3歳総　数

その他の虚血性
心疾患

神経系の疾患

区　　　　　　分 0歳

‒ 72 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

高血圧性疾患

心疾患
（高血圧性を除く）

慢性リウマチ性
心疾患

高血圧性心疾患及び
心腎疾患

その他の高血圧性
疾患

眼及び附属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

循環器系の疾患

髄膜炎

脊髄性筋萎縮症及び
関連症候群

パーキンソン病

その他の神経系の疾患

死因分類
コ ー ド

急性心筋梗塞

アルツハイマー病

4歳1歳 2歳 3歳総　数

その他の虚血性
心疾患

神経系の疾患

区　　　　　　分 0歳

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳
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第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

その他の心疾患

心筋症

不整脈及び伝導障害

くも膜下出血

死因分類
コ ー ド

慢性非リウマチ性
心内膜疾患

呼吸器系の疾患

大動脈瘤及び解離

インフルエンザ

肺炎

その他の循環器系
の疾患

3歳 4歳区　　　　　　分

その他の脳血管疾患

脳内出血

脳梗塞

心不全

急性気管支炎

脳血管疾患

0歳総　数 1歳 2歳
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第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

その他の心疾患

心筋症

不整脈及び伝導障害

くも膜下出血

死因分類
コ ー ド

慢性非リウマチ性
心内膜疾患

呼吸器系の疾患

大動脈瘤及び解離

インフルエンザ

肺炎

その他の循環器系
の疾患

3歳 4歳区　　　　　　分

その他の脳血管疾患

脳内出血

脳梗塞

心不全

急性気管支炎

脳血管疾患

0歳総　数 1歳 2歳

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳
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第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

糸球体疾患及び腎尿
細管間質性疾患

腎不全

肝疾患

その他の消化器系
の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

慢性閉塞性肺疾患

死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分

喘息

その他の呼吸器系の
疾患

消化器系の疾患

胃潰瘍及び十二指
腸潰瘍

ヘルニア及び腸閉塞

急性腎不全

肝硬変
（アルコール性を除く）

その他の肝疾患

4歳0歳 1歳 2歳 3歳総　数

‒ 76 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

糸球体疾患及び腎尿
細管間質性疾患

腎不全

肝疾患

その他の消化器系
の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

慢性閉塞性肺疾患

死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分

喘息

その他の呼吸器系の
疾患

消化器系の疾患

胃潰瘍及び十二指
腸潰瘍

ヘルニア及び腸閉塞

急性腎不全

肝硬変
（アルコール性を除く）

その他の肝疾患

4歳0歳 1歳 2歳 3歳総　数

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

‒ 77 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

心臓の先天奇形

その他の循環器系の
先天奇形

出産外傷

周産期に特異的な呼吸
障害及び心血管障害

周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の出血性
障害及び血液障害

その他の周産期に発生
した病態

先天奇形、変形及び染色体
異常

循環器系の先天奇形

その他の腎尿路生殖
器系の疾患

妊娠、分娩及び産じょく

周産期に発生した病態

妊娠期間及び胎児発育
に関連する障害

神経系の先天奇形

慢性腎不全

詳細不明の腎不全

死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分 総　数 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳
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第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

心臓の先天奇形

その他の循環器系の
先天奇形

出産外傷

周産期に特異的な呼吸
障害及び心血管障害

周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の出血性
障害及び血液障害

その他の周産期に発生
した病態

先天奇形、変形及び染色体
異常

循環器系の先天奇形

その他の腎尿路生殖
器系の疾患

妊娠、分娩及び産じょく

周産期に発生した病態

妊娠期間及び胎児発育
に関連する障害

神経系の先天奇形

慢性腎不全

詳細不明の腎不全

死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分 総　数 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳
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第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

不慮の窒息

煙・火及び火災への
曝露

不慮の溺死及び溺水

死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分 総　数 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

その他の不慮の事故

老衰

乳幼児突然死症候群

その他の症状、徴候及び異常
臨床所見・異常検査所見で他
に分類されないもの

染色体異常、他に分類
されないもの

症状、徴候及び異常臨床所
見・異常検査所見で他に分類
されないもの

有害物質による不慮の
中毒及び有害物質への
曝露

交通事故

転倒・転落

傷病及び死亡の外因

不慮の事故

消化器系の先天奇形

その他の先天奇形及び
変形

‒ 80 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

不慮の窒息

煙・火及び火災への
曝露

不慮の溺死及び溺水

死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分 総　数 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

その他の不慮の事故

老衰

乳幼児突然死症候群

その他の症状、徴候及び異常
臨床所見・異常検査所見で他
に分類されないもの

染色体異常、他に分類
されないもの

症状、徴候及び異常臨床所
見・異常検査所見で他に分類
されないもの

有害物質による不慮の
中毒及び有害物質への
曝露

交通事故

転倒・転落

傷病及び死亡の外因

不慮の事故

消化器系の先天奇形

その他の先天奇形及び
変形

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

‒ 81 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

3歳 4歳0歳 1歳 2歳
死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分

他　殺

重症急性呼吸器症候群
［SARS］

特殊目的用コード

その他の外因

自　殺

総　数

‒ 82 ‒



第21表　死亡数（死因・性・年齢別）（つづき）

～ ～ ～ ～ ～ ～

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

3歳 4歳0歳 1歳 2歳
死因分類
コ ー ド 区　　　　　　分

他　殺

重症急性呼吸器症候群
［SARS］

特殊目的用コード

その他の外因

自　殺

総　数

平成27年

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

‒ 83 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

結　　　核区　　　　　　　　　　分
総　　　　　　数 感染症及び

寄生虫症
腸管感染症

大
館
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

総　　　　　　　　　　数

郡　　　　　　　　　　部

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所
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平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

呼吸器結核 その他の結核 敗　血　症 ウイルス肝炎
Ｂ型ウイルス

肝炎
Ｃ型ウイルス

肝炎

‒ 85 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋田市
保健所

横手
保健所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

その他の感染症
及び寄生虫症

新　生　物
その他のウイル

ス肝炎

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

区　　　　　　　　　　分 ＨＩＶ病

湯
沢
保
健
所
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平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

食道の悪性新生物 胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物   悪性新生物
口唇、口腔及び

咽頭の悪性
新生物

‒ 87 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

肝及び肝内胆管の
悪性新生物

膵の悪性新生物区　　　　　　　　　　分
直腸Ｓ字結腸移行
部及び直腸の悪性

新生物

胆のう及び他の胆
道の悪性新生物
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

肝及び肝内胆管の
悪性新生物

膵の悪性新生物区　　　　　　　　　　分
直腸Ｓ字結腸移行
部及び直腸の悪性

新生物

胆のう及び他の胆
道の悪性新生物

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

・ ・

・ ・

・ ・

卵巣の悪性新生
物

乳房の悪性新生物
喉頭の悪性新生

物
子宮の悪性新生

物
気管、気管支及び
肺の悪性新生物

皮膚の悪性
新生物
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

・

・

・

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

中枢神経系の悪性
新生物

区　　　　　　　　　　分 前立腺の悪性新生物 膀胱の悪性新生物 悪性リンパ腫
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平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

その他の新生物
中枢神経系のそ
の他の新生物

中枢神経系を除く
その他の新生物

白　血　病
その他のリンパ組

織、造血組織及び関
連組織の悪性新生物

その他の悪性新生
物
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

湯
沢
保
健
所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

区　　　　　　　　　　分
血液及び造血器の
疾患並びに免疫機

構の障害

内分泌、栄養及び
代謝疾患

その他の血液及び造血器
の疾患並びに免疫機構の

障害
貧　　　血
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

湯
沢
保
健
所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

区　　　　　　　　　　分
血液及び造血器の
疾患並びに免疫機

構の障害

内分泌、栄養及び
代謝疾患

その他の血液及び造血器
の疾患並びに免疫機構の

障害
貧　　　血

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

神経系の疾患糖　尿　病
その他の内分泌、
栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障
害

血管性及び詳細不
明の認知症

その他の精神及
び行動の障害
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
アルツハイマー

病
その他の神経系

の疾患
髄　膜　炎

脊髄性筋萎縮症
及び関連症候群

パーキンソン病

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
アルツハイマー

病
その他の神経系

の疾患
髄　膜　炎

脊髄性筋萎縮症
及び関連症候群

パーキンソン病

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

高血圧性心疾患
及び心腎疾患

その他の高血圧
性疾患

眼及び附属器の
疾患

高血圧性疾患循環器系の疾患
耳及び乳様突起

の疾患
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

心疾患（高血圧性を除
く）

慢性リウマチ性
心疾患

急性心筋梗塞
その他の虚血性心

疾患
区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

由利本荘
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

心疾患（高血圧性を除
く）

慢性リウマチ性
心疾患

急性心筋梗塞
その他の虚血性心

疾患
区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

由利本荘
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

脳血管疾患
その他の心疾

患
慢性非リウマチ
性心内膜疾患

心　筋　症
不整脈及び伝導障

害
心　不　全
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

区　　　　　　　　　　分

大
館
保
健
所

湯
沢
保
健
所

その他の脳血管
疾患

横手
保健所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

くも膜下出血 脳内出血 脳　梗　塞
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第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

区　　　　　　　　　　分

大
館
保
健
所

湯
沢
保
健
所

その他の脳血管
疾患

横手
保健所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

くも膜下出血 脳内出血 脳　梗　塞

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

急性気管支炎呼吸器系の疾患 肺　　　炎
大動脈瘤及び解

離
インフルエンザ

その他の循環器
系の疾患

‒ 99 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

北秋田
保健所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

区　　　　　　　　　　分 消化器系の疾患　慢性閉塞肺疾患 喘　　　息
その他の呼吸器系

の疾患

‒ 100 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

北秋田
保健所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

区　　　　　　　　　　分 消化器系の疾患　慢性閉塞肺疾患 喘　　　息
その他の呼吸器系

の疾患

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

その他の消化器系
の疾患

胃潰瘍及び十二
指腸潰瘍

ヘルニア及び腸
閉塞

肝　疾　患 その他の肝疾患
肝硬変（アル
コール性を除

く）

‒ 101 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

区　　　　　　　　　　分
皮膚及び皮下組織

の疾患

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

糸球体疾患及び腎
尿細管間質性疾患

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

筋骨格系及び
結合組織の疾患

腎尿路性器系の疾
患

‒ 102 ‒



平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

・

・

・

詳細不明の腎不全急性腎不全 慢性腎不全
妊娠、分娩及び

産じょく
その他の尿路性器

系の疾患
腎　不　全

‒ 103 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋田市
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

周産期に特異的
な呼吸障害及び
心血管障害

　　出産外傷
妊娠期間及び
胎児発育に関
連する障害

周産期に特異的
な感染症

周産期に発生し
た病態

‒ 104 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋田市
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

周産期に特異的
な呼吸障害及び
心血管障害

　　出産外傷
妊娠期間及び
胎児発育に関
連する障害

周産期に特異的
な感染症

周産期に発生し
た病態

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

循環器系の先天
奇形

その他の周産期
に発生した病態

胎児及び新生児
の出血性障害及

び血液障害

先天奇形、変形
及び染色体異常

神経系の先天奇
形

心臓の先天奇形

‒ 105 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

湯
沢
保
健
所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

区　　　　　　　　　　分
その他の先天奇

形及び変形

染色体異常、
他に分類され

ないもの

症状、徴候及び異常臨床所見・異
常検査所見で他に分類されないも

の

消化器系の先
天奇形

その他の循環
器系の先天奇

形

‒ 106 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

湯
沢
保
健
所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

区　　　　　　　　　　分
その他の先天奇

形及び変形

染色体異常、
他に分類され

ないもの

症状、徴候及び異常臨床所見・異
常検査所見で他に分類されないも

の

消化器系の先
天奇形

その他の循環
器系の先天奇

形

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

その他の症状、徴候及び異常
臨床所見・異常検査所見で他

に分類されないもの
傷病及び死亡の外因 交通事故老　　　衰 不慮の事故

乳幼児突然死
症候群

‒ 107 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

有害物質による不
慮の中毒及び有害

物質への曝露
不慮の窒息

煙、火及び火災
への曝露

区　　　　　　　　　　分
不慮の溺死及び

溺水
転倒・転落

湯
沢
保
健
所

‒ 108 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

有害物質による不
慮の中毒及び有害

物質への曝露
不慮の窒息

煙、火及び火災
への曝露

区　　　　　　　　　　分
不慮の溺死及び

溺水
転倒・転落

湯
沢
保
健
所

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

　重症急性呼吸
器症候群
［SARS］

その他の不慮の
事故

自 殺 他 殺 その他の外因
特殊目的用コー

ド

‒ 109 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

由利本荘
保健所

秋田市
保健所

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

能
代
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

総　　　　　　　　　　数

頚部損傷

市　　　　　　　　　　部

区　　　　　　　　　　分
損傷、中毒及びその他の

外因の影響
頭部損傷

(再掲）S00-T98

胸部〈郭〉損傷

‒ 110 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

由利本荘
保健所

秋田市
保健所

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

能
代
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

総　　　　　　　　　　数

頚部損傷

市　　　　　　　　　　部

区　　　　　　　　　　分
損傷、中毒及びその他の

外因の影響
頭部損傷

(再掲）S00-T98

胸部〈郭〉損傷

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

股関節部及び大
腿の損傷

手首及び手の
損傷

膝及び下腿の
損傷

足首及び足の
損傷

肘及び前腕の
損傷

肩及び上腕の
損傷

腹部、下背部、腰
椎及び骨盤部の損

傷

‒ 111 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

熱傷及び腐食 凍　　傷

市　　　　　　　　　　部

部位不明の体幹もしくは
(四)肢の損傷又は部位不明

の損傷

自然開口部からの
異物侵入の作用

総　　　　　　　　　　数

多部位の損傷区　　　　　　　　　　分

（再掲）T00-T07

‒ 112 ‒



第22表　死亡数（性・死因・保健所・市町村別）（つづき）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

熱傷及び腐食 凍　　傷

市　　　　　　　　　　部

部位不明の体幹もしくは
(四)肢の損傷又は部位不明

の損傷

自然開口部からの
異物侵入の作用

総　　　　　　　　　　数

多部位の損傷区　　　　　　　　　　分

（再掲）T00-T07

平成27年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

外科的及び内科的ケアの合併
症、他に分類されないもの

損傷、中毒及びその他の外因
による影響の続発・後遺症

薬物、薬剤及び生
物学的製剤による

中毒

薬用を主としない
物質の毒作用

外因のその他及び
詳細不明の作用

外傷の早期合併
症

‒ 113 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

※ 率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、各年齢階級→総人口である。（解-２の頁参照）

区　　　分 悪性新生物 心　疾　患

‒ 114 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

※ 率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、各年齢階級→総人口である。（解-２の頁参照）

区　　　分 悪性新生物 心　疾　患

平成27年

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

脳血管疾患 肺　　　炎

‒ 115 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）（つづき）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

区　　　分 肝　疾　患 腎　不　全

‒ 116 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）（つづき）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

区　　　分 肝　疾　患 腎　不　全

平成27年

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

糖　尿　病 高血圧性疾患

‒ 117 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）（つづき）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

区　　　分 老　　　衰 不慮の事故

‒ 118 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）（つづき）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

区　　　分 老　　　衰 不慮の事故

平成27年

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

交 通 事 故自　　　殺

‒ 119 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）（つづき）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

慢性閉塞性肺疾患区　　　分 結　　　核

‒ 120 ‒



第23表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・年齢階級・年次別）（つづき）

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

総 数

～

～

～

実 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

数 ～

～

～

～

不 詳

総 数

～

～

～

～

～

～

～

～

率 ～

～

～

～

～

～

～

～

～

不 詳

慢性閉塞性肺疾患区　　　分 結　　　核

平成27年

23年 24年 25年 26年 27年 23年 24年 25年 26年 27年

喘　　　息 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

‒ 121 ‒



第24表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・2次医療圏別）

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

総 数

大 館 ・ 鹿 角

北 秋 田

能 代 ・ 山 本

秋 田 周 辺

（秋田市保健所管内）

（秋田中央保健所管
内 ）

由利本荘・にかほ

大 仙 ・ 仙 北

横 手

湯 沢 ・ 雄 勝

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

総 数

大 館 ・ 鹿 角

北 秋 田

能 代 ・ 山 本

秋 田 周 辺

（秋田市保健所管内）

（秋田中央保健所管
内 ）

由利本荘・にかほ

大 仙 ・ 仙 北

横 手

湯 沢 ・ 雄 勝

※ 率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、２次医療圏→総人口である。（解－２の頁参照）

区 分
気管、気管支及び肺の

悪性新生物
卵巣の悪性新生物
（女子人口10万対）

皮膚の悪性新生物 子宮の悪性新生物
（女子人口10万対）

乳房の悪性新生物

食道の悪性新生物区 分
死 亡 総 数

結 核 悪性新生物
口唇、口腔及び

咽頭の悪性新生物

‒ 122 ‒



平成27年

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

※ 率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、２次医療圏→総人口である。（解－２の頁参

前立腺の悪性新生
物

（男子人口10万対）

白　血　病悪性リンパ腫
中枢神経系の悪性

新生物
膀胱の悪性新生物 高血圧性疾患糖　尿　病

胃の悪性新生物
胆のう及び他の胆
道の悪性新生物

結腸の悪性新生物
直腸Ｓ字結腸移行
部及び直腸の悪性

新生物

肝及び肝内胆管の
悪性新生物

喉頭の悪性新生物膵の悪性新生物

‒ 123 ‒



第24表　死亡数・率（人口10万対）（主な死因・2次医療圏別）（つづき）

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

総 数

大 館 ・ 鹿 角

北 秋 田

能 代 ・ 山 本

秋 田 周 辺

（秋田市保健所管内）

（秋田中央保健所管
内 ）

由利本荘・にかほ

大 仙 ・ 仙 北

横 手

湯 沢 ・ 雄 勝

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

総 数

大 館 ・ 鹿 角

北 秋 田

能 代 ・ 山 本

秋 田 周 辺

（秋田市保健所管内）

（秋田中央保健所管
内 ）

由利本荘・にかほ

大 仙 ・ 仙 北

横 手

湯 沢 ・ 雄 勝

老 衰 不慮の事故

その他の虚血性
心疾患

急性心筋梗塞区 分
高血圧性心疾患
及び心腎疾患

心疾患（高血圧
性を除く）

脳血管疾患

腎　不　全
胃潰瘍及び

十二指腸潰瘍
肝　疾　患区 分

‒ 124 ‒



平成27年

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

転倒・転落
煙、火及び

火災への曝露
交通事故

喘 息脳　梗　塞 肺 炎
慢性閉塞性

肺疾患
脳内出血くも膜下出血

不慮の溺死
及び溺水

不慮の窒息 自 殺

‒ 125 ‒



第25表　悪性新生物死亡数・率（人口10万対）（年次・保健所・市町村別）

21年 22　年 23年 24年 25年 26年 27年

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

  ※率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、総数以外→総人口である。（解－２の頁参照）

湯
沢
保
健
所

区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

死　　　亡　　　数

秋
田
中
央
保
健
所

‒ 126 ‒



第25表　悪性新生物死亡数・率（人口10万対）（年次・保健所・市町村別）

21年 22　年 23年 24年 25年 26年 27年

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

  ※率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、総数以外→総人口である。（解－２の頁参照）

湯
沢
保
健
所

区　　　　　　　　　　分

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

死　　　亡　　　数

秋
田
中
央
保
健
所

21年 22　年 23年 24年 25年 26年 27年

死　　　亡　　　率
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第26表　脳血管疾患死亡数・率（人口10万対）（年次・保健所・市町村別）

21　年 22　年 23　年 24年 25年 26年 27年

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

  ※率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、総数以外→総人口である。（解－２の頁参照）

総　　　　　　　　　　数

秋田市
保健所

能
代
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

死　　　亡　　　数

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
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第26表　脳血管疾患死亡数・率（人口10万対）（年次・保健所・市町村別）

21　年 22　年 23　年 24年 25年 26年 27年

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

  ※率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、総数以外→総人口である。（解－２の頁参照）

総　　　　　　　　　　数

秋田市
保健所

能
代
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

死　　　亡　　　数

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
21　年 22　年 23　年 24年 25年 26年 27年

死　　　亡　　　率
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第27表　心疾患死亡数・率（人口10万対）（年次・保健所・市町村別）

21　年 22　年 23　年 24年 25年 26年 27年

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

  ※率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、総数以外→総人口である。（解－２の頁参照）

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
死　　　亡　　　数

秋田市
保健所

能
代
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所
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第27表　心疾患死亡数・率（人口10万対）（年次・保健所・市町村別）

21　年 22　年 23　年 24年 25年 26年 27年

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

  ※率の算出に用いた人口は、総数→日本人人口（按分済み人口）、総数以外→総人口である。（解－２の頁参照）

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋
田
中
央
保
健
所

総　　　　　　　　　　数

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

区　　　　　　　　　　分
死　　　亡　　　数

秋田市
保健所

能
代
保
健
所

市　　　　　　　　　　部

郡　　　　　　　　　　部

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

21　年 22　年 23　年 24年 25年 26年 27年

死　　　亡　　　率
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第28表　乳児死亡率（出生1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄
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第28表　乳児死亡率（出生1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄

第29表　新生児死亡率（出生1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄
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第30表　乳児死亡数（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所
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第30表　乳児死亡数（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

５　月 ６　月 １１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月
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第31表　新生児死亡数（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月
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第31表　新生児死亡数（性・月・保健所・市町村別）

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

平成27年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

１１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月５　月 ６　月
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第32表　乳児死亡数（性・死因（乳児死因分類）・保健所・市町村別）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

郡　　　　　　　　　　部

市　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

区　　　　　　　　　　分 　肺炎

大
館
保
健
所

乳児死因分類コード

湯
沢
保
健
所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

由利本荘
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

北秋田
保健所

総　　　　　　　　　　数

　　染色体異常，他に分
類されないもの

総 数
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平成27年

総数 男 女

　その他のすべての疾患
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第33表　乳児死亡数（死因・生存期間別）

総数
12時間
未満

12～24
時　間
未　満

1日以
上2日
未満

2日以
上3日
未満

3日以
上4日
未満

4日以
上5日
未満

5日以
上6日
未満

6日以
上7日
未満

1週以
上2週
未満

2週以
上3週
未満

肺炎

染色体異常、他に分類されな
いもの

その他のすべての疾患

区　　　　　　分

総　　　　　　数
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平成27年

3週以上
4週未満

4週以上
2ヶ月未

満

2ヶ月以
上3ヶ月
未満

3ヶ月以
上4ヶ月
未満

4ヶ月以
上5ヶ月
未満

5ヶ月以
上6ヶ月
未満

6ヶ月以
上7ヶ月
未満

7ヶ月以
上8ヶ月
未満

8ヶ月以
上9ヶ月
未満

9ヶ月以上
10ヶ月未

満

10ヶ月以
上11ヶ月
未満

11ヶ月以
上1年未満
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第34表　乳児死亡数（性・生存期間・年次別）

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

総 数

週 末 満

1　週　末　満

実 1日未満

1　　日

2　　日

3　　日

4　　日

5　　日

6　　日

1週～4週末満

数 週～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ 年末満

総 数

週 末 満

1　週　末　満

百 1日未満

1　　日

2　　日

3　　日

分 4　　日

5　　日

6　　日

1週～4週末満

率 週～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ 年末満

注）百分率の欄において端数処理の関係上、各項目数値を合計しても100％にならないことがある。

平　成　24　年
区　　　　　　分

平　成　22　年 平　成　23　年

‒ 142 ‒



第34表　乳児死亡数（性・生存期間・年次別）

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

総 数

週 末 満

1　週　末　満

実 1日未満

1　　日

2　　日

3　　日

4　　日

5　　日

6　　日

1週～4週末満

数 週～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ 年末満

総 数

週 末 満

1　週　末　満

百 1日未満

1　　日

2　　日

3　　日

分 4　　日

5　　日

6　　日

1週～4週末満

率 週～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ ケ月末満

ケ月～ 年末満

注）百分率の欄において端数処理の関係上、各項目数値を合計しても100％にならないことがある。

平　成　24　年
区　　　　　　分

平　成　22　年 平　成　23　年

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

平　成　25　年 平　成　27　年平　成　26　年
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第35表　周産期死亡数（月・保健所・市町村別）

計 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所
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第35表　周産期死亡数（月・保健所・市町村別）

計 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

平成27年

後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期 後期 早期

５　月 ６　月 １１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月
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第36表　周産期死亡の原因（母側病態・児側病態別にみた22週以後死産－早期新生児死亡数）

その他

詳細不明

胎児に原因なし

ⅩⅦ　先天奇
形、変形及び染
色体異常

エドワーズ<Edwards>症候群及びパトー
<Patau>症候群

パトー〈Patau〉症候群，詳細不明

区　　　分

原因不明の胎児死亡

総　　　　　　　　　　数

死　　　　　　　　　　因
（母　　側　　病　　態）

死　　　　　　　　　　因
（児　　側　　病　　態）
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平成27年

母
体
の
妊
娠
合
併
症

に
よ
り
影
響
を
受
け

た
胎
児
及
び
新
生
児

高
血
圧
症

た
ん
ぱ
く
〈

蛋
白
〉

尿
を
伴

う
高
血
圧
性
障
害

詳
細
不
明

常
位
胎
盤
早
期
剥
離

そ
の
他

絨
毛
羊
膜
炎
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
胎
児
及
び
新
生
児

そ
の
他

総
　
　
　
数

現
在
の
妊
娠
と
は
無
関

係
の
場
合
も
あ
り
う
る

母
体
の
病
態
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
胎
児
及
び

新
生
児

２２週以降死産

ⅩⅥ　周産期に発生した病態

母
体
に
原
因
な
し

総
　
　
　
数

早期新生児

ⅩⅥ　周産期に
発生した病態

胎
盤
、

臍
帯
及
び
卵

膜
の
合
併
症
に
よ
り

影
響
を
受
け
た
胎
児

及
び
新
生
児
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第37表　死亡の場所別にみた死亡数・百分率（年次別）

区　分 総　数 病　院 診療所
介護老人
保健施設

助産所
老　人
ホーム

自　宅 その他

平成5年 …

6年 …

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

27（全国）

平成5年 …

6年 …

7年 …

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

27（全国）
※　率の合計値が、端数処理の関係で１００とならない場合がある。

実　　　　　　　　　　　　　　　数

百　　　　　　　分　　　　　　　率
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第37表　死亡の場所別にみた死亡数・百分率（年次別）

区　分 総　数 病　院 診療所
介護老人
保健施設

助産所
老　人
ホーム

自　宅 その他

平成5年 …

6年 …

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

27（全国）

平成5年 …

6年 …

7年 …

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

27（全国）
※　率の合計値が、端数処理の関係で１００とならない場合がある。

実　　　　　　　　　　　　　　　数

百　　　　　　　分　　　　　　　率



第38表　死亡の場所別にみた死亡数・百分率（保健所・市町村別）

総　数 病　院 診療所
介護老人
保健施設

助産所
老　人
ホーム

自　宅 その他

管 内 計
市 部 計
大 館 市
鹿 角 市
鹿 角 郡
小 坂 町
管 内 計
北 秋 田 市
北 秋 田 郡 計
上 小 阿 仁 村
管 内 計
能 代 市
山 本 郡
藤 里 町
三 種 町
八 峰 町
管 内 計
秋 田 市
管 内 計
市 部 計
男 鹿 市
潟 上 市
南 秋 田 郡
五 城 目 町
八 郎 潟 町
井 川 町
大 潟 村
管 内 計
由 利 本 荘 市
に か ほ 市
管 内 計
市 部 計
大 仙 市
仙 北 市
仙 北 郡
美 郷 町
管 内 計
横 手 市
管 内 計
湯 沢 市
雄 勝 郡
羽 後 町
東 成 瀬 村

※　率の合計値が、端数処理の関係で１００とならない場合がある。

区　　　分

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　数

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

実               数

秋
田
中
央
保
健
所
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第38表　死亡の場所別にみた死亡数・百分率（保健所・市町村別）

総　数 病　院 診療所
介護老人
保健施設

助産所
老　人
ホーム

自　宅 その他

管 内 計
市 部 計
大 館 市
鹿 角 市
鹿 角 郡
小 坂 町
管 内 計
北 秋 田 市
北 秋 田 郡 計
上 小 阿 仁 村
管 内 計
能 代 市
山 本 郡
藤 里 町
三 種 町
八 峰 町
管 内 計
秋 田 市
管 内 計
市 部 計
男 鹿 市
潟 上 市
南 秋 田 郡
五 城 目 町
八 郎 潟 町
井 川 町
大 潟 村
管 内 計
由 利 本 荘 市
に か ほ 市
管 内 計
市 部 計
大 仙 市
仙 北 市
仙 北 郡
美 郷 町
管 内 計
横 手 市
管 内 計
湯 沢 市
雄 勝 郡
羽 後 町
東 成 瀬 村

※　率の合計値が、端数処理の関係で１００とならない場合がある。

区　　　分

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

総　　　　　　　数

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

実               数

秋
田
中
央
保
健
所

総　数 病　院 診療所
介護老人
保健施設

助産所
老　人
ホーム

自　宅 その他

百               分                率
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第 ５ 章

死 産 統 計





第39表　死産率（出産1,000対）（年次・都道府県別）

自然 人工

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄

平成
24年

区　分
平成27年平成

25年
平成
26年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年
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第40表　死産数（自然 ― 人工・月・保健所・市町村別）

計 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所
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第40表　死産数（自然 ― 人工・月・保健所・市町村別）

計 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡 計

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

３　月 ４　月
区　　　　　　　　　　分

総　　　　数 １　月 ２　月

湯
沢
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

能
代
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

横手
保健所

大
館
保
健
所

北秋田
保健所

平成27年

自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工

１１　月 １２　月７　月 ８　月 ９　月 １０　月５　月 ６　月
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第41表　死産の原因（母側病態・児側病態別にみた自然 ― 人工別死産数）

Ｐ03

死 因 基 本
分類コード

現
在
の
妊
娠
と
は
無
関
係
の
場
合
も
あ
り
う
る
母
体
の

病
態
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び
新
生
児

母
体
の
妊
娠
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び

新
生
児

胎
盤
、

臍
帯
及
び
卵
膜
の
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
胎
児
及
び
新
生
児

そ
の
他
の
分
娩
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及

び
新
生
児

母
体
保
護
法
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
、

母
体
の
病
態
に

よ
ら
な
い
も
の

母
体
に
原
因
な
し

総　　　　　　　　　　数

先天奇形、変形及び染色体異常

筋骨格系の先天奇形及び変形（Ｑ65－Ｑ79）

周産期に児側に発生した病態

周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害

周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の外皮及び体温調節に関連する病態

周産期に発生したその他の障害

その他

（再）P95 原因不明の胎児死亡

その他

詳細不明

胎児に原因なし

　注）該当項目のみ掲載した。

母　　　　　　　　　　　　　　側　　　　　　　　　　　　　　病　　　　　　　　　　　　　　態

総
　
　
　
　
　
　
　
　
数

死　　　　　　　　　　　因
（児　　側　　病　　態）

総　　　　　　　　　　　数
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第41表　死産の原因（母側病態・児側病態別にみた自然 ― 人工別死産数）

Ｐ03

死 因 基 本
分類コード

現
在
の
妊
娠
と
は
無
関
係
の
場
合
も
あ
り
う
る
母
体
の

病
態
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び
新
生
児

母
体
の
妊
娠
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び

新
生
児

胎
盤
、

臍
帯
及
び
卵
膜
の
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
胎
児
及
び
新
生
児

そ
の
他
の
分
娩
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及

び
新
生
児

母
体
保
護
法
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
、

母
体
の
病
態
に

よ
ら
な
い
も
の

母
体
に
原
因
な
し

総　　　　　　　　　　数

先天奇形、変形及び染色体異常

筋骨格系の先天奇形及び変形（Ｑ65－Ｑ79）

周産期に児側に発生した病態

周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害

周産期に特異的な感染症

胎児及び新生児の外皮及び体温調節に関連する病態

周産期に発生したその他の障害

その他

（再）P95 原因不明の胎児死亡

その他

詳細不明

胎児に原因なし

　注）該当項目のみ掲載した。

母　　　　　　　　　　　　　　側　　　　　　　　　　　　　　病　　　　　　　　　　　　　　態

総
　
　
　
　
　
　
　
　
数

死　　　　　　　　　　　因
（児　　側　　病　　態）

総　　　　　　　　　　　数

Ｐ03

現
在
の
妊
娠
と
は
無
関
係
の
場
合
も
あ
り
う
る
母
体
の

病
態
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び
新
生
児

母
体
の
妊
娠
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び

新
生
児

胎
盤
、

臍
帯
及
び
卵
膜
の
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
胎
児
及
び
新
生
児

そ
の
他
の
分
娩
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及

び
新
生
児

母
体
に
原
因
な
し

現
在
の
妊
娠
と
は
無
関
係
の
場
合
も
あ
り
う
る
母
体
の

病
態
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び
新
生
児

母
体
の
妊
娠
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
胎
児
及
び

新
生
児

胎
盤
、

臍
帯
及
び
卵
膜
の
合
併
症
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
胎
児
及
び
新
生
児

母
体
保
護
法
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
、

母
体
の
病
態
に

よ
ら
な
い
も
の

平成27年

人　　　工　　　死　　　産

母　　　　　　　　　　　　　　側　　　　　　　　　　　　　　病　　　　　　　　　　　　　　態

総
　
　
　
　
　
　
　
　
数

総
　
　
　
　
　
　
　
　
数

自　　　然　　　死　　　産

‒ 157 ‒



第42表　死産数（自然 ― 人工・妊娠期間（4週階級）・母の年齢（5歳階級）別） 　　平成27年

区　　　　　分 総数 ～14歳 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 50～ 不詳

総　　　　　数

12週～15週

16　～19

20　～23

24　～27

28　～31

32　～35

36　～39

40週～

不　　　　詳

自　然　死　産

12週～15週

16　～19

20　～23

24　～27

28　～31

32　～35

36　～39

40週～

不　　　　詳

人　工　死　産

12週～15週

16　～19

20　～23

24　～27

28　～31

32　～35

36　～39

40週～

不　　　　詳
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第42表　死産数（自然 ― 人工・妊娠期間（4週階級）・母の年齢（5歳階級）別） 　　平成27年

区　　　　　分 総数 ～14歳 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 50～ 不詳

総　　　　　数

12週～15週

16　～19

20　～23

24　～27

28　～31

32　～35

36　～39

40週～

不　　　　詳

自　然　死　産

12週～15週

16　～19

20　～23

24　～27

28　～31

32　～35

36　～39

40週～

不　　　　詳

人　工　死　産

12週～15週

16　～19

20　～23

24　～27

28　～31

32　～35

36　～39

40週～

不　　　　詳

第43表　婚姻率（人口1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄
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第44表　婚姻件数・離婚件数（月・保健所・市町村別）

計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

区　　　　　　　　　　分
婚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姻

大
館
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所
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第44表　婚姻件数・離婚件数（月・保健所・市町村別）

計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

管 内 計

市 部 計

大 館 市

鹿 角 市

鹿 角 郡

小 坂 町

管 内 計

北 秋 田 市

北 秋 田 郡

上 小 阿 仁 村

管 内 計

能 代 市

山 本 郡

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

管 内 計

秋 田 市

管 内 計

市 部 計

男 鹿 市

潟 上 市

南 秋 田 郡

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

管 内 計

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

管 内 計

市 部 計

大 仙 市

仙 北 市

仙 北 郡

美 郷 町

管 内 計

横 手 市

管 内 計

湯 沢 市

雄 勝 郡

羽 後 町

東 成 瀬 村

総　　　　　　　　　　数

市　　　　　　　　　　部

区　　　　　　　　　　分
婚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姻

大
館
保
健
所

郡　　　　　　　　　　部

由利本荘
保健所

大
仙
保
健
所

北秋田
保健所

能
代
保
健
所

横手
保健所

湯
沢
保
健
所

秋田市
保健所

秋
田
中
央
保
健
所

平成27年

11月 12月 計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婚婚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姻
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第45表　平均初婚年齢・初婚者数（平成27年に結婚生活に入った夫・妻別）（年齢（5歳階級）・結婚生活に
　　　入る前の世帯の主な仕事別）

～ 55歳

区　　　　　分 総数 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

19歳 ～

総 数

農 家 世 帯

自 営 業 者 世 帯

常用勤労者世帯（Ⅰ）

常用勤労者世帯（Ⅱ）

そ の 他 の 世 帯

無 職

不 詳

総 数

農 家 世 帯

自 営 業 者 世 帯

常用勤労者世帯（Ⅰ）

常用勤労者世帯（Ⅱ）

そ の 他 の 世 帯

無 職

不 詳

農 家 世 帯 　農業だけ又は農業とその他の仕事を持っている世帯

自 営 業 者 世 帯 　自由業・商工業・サービス業等を個人で経営している世帯

常用勤労者世帯（Ⅰ） 　企業・個人商店等（官公庁は除く）の常用勤務者世帯で勤め先の従事数が1人から

99人までの世帯（日々又は1年未満の契約の雇用者はその他の世帯）

常用勤労者世帯（Ⅱ） 　常用勤労者世帯（Ⅰ）にあてはまらない常用勤労者世帯及び会社団体の役員の

世帯（日々又は1年未満の契約の雇用者はその他の世帯）

そ の 他 の 世 帯 　上記にあてはまらないその他の仕事をしている世帯

無 職 の 世 帯 　仕事をしている者のいない世帯（年金・利子等の収入で生活している世帯を含む）

平均
年齢

夫　　（実　　数）

妻　　（実　　数）

平成27年
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第46表　離婚率（人口1,000対）（年次・都道府県別）

区　分
平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

全  国

北海道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京

神奈川

新  潟

富  山

石  川

福  井

山  梨

長  野

岐  阜

静  岡

愛  知

三  重

滋  賀

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和歌山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿児島

沖  縄

‒ 163 ‒



第47表　離婚件数（種類・同居期間・夫妻の親権の子の数別）

協　議 調　停審　判和　解 認諾 判　決 0　人 1　人 2　人

総　　数

１年末満

１～２年

２～３年

３～４年

４～５年

５～10年

10～15年

15～20年

20年以上

不　　詳

第48表　離婚件数（種類・年次別）

総　数 協　議 調　停審　判和　解 認諾 判　決 総　数 協　議 調　停 審　判和　解 認諾 判　決

平成4年 … … … …

5年 … … … …

6年 … … … …

7年 … … … …

8年 … … … …

9年 … … … …

10年 … … … …

11年 … … … …

12年 … … … …

13年 … … … …

14年 … … … …

15年 … … … …

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

注）百分率の欄において端数処理の関係上、各項目数値を合計しても100％にならないことがある。

種　　　　　　　　　　別

率　　　　　（％）

平成27年

3人以上

区　　分

親　権　の　子　の　数
同居期間 総　数

実　　　　　　　　　　数
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第47表　離婚件数（種類・同居期間・夫妻の親権の子の数別）

協　議 調　停審　判和　解 認諾 判　決 0　人 1　人 2　人

総　　数

１年末満

１～２年

２～３年

３～４年

４～５年

５～10年

10～15年

15～20年

20年以上

不　　詳

第48表　離婚件数（種類・年次別）

総　数 協　議 調　停審　判和　解 認諾 判　決 総　数 協　議 調　停 審　判和　解 認諾 判　決

平成4年 … … … …

5年 … … … …

6年 … … … …

7年 … … … …

8年 … … … …

9年 … … … …

10年 … … … …

11年 … … … …

12年 … … … …

13年 … … … …

14年 … … … …

15年 … … … …

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

注）百分率の欄において端数処理の関係上、各項目数値を合計しても100％にならないことがある。

種　　　　　　　　　　別

率　　　　　（％）

平成27年

3人以上

区　　分

親　権　の　子　の　数
同居期間 総　数

実　　　　　　　　　　数

第49表　夫妻の国籍別にみた婚姻件数・離婚件数 平成27年

（実数） （率） （実数） （率） （実数） （率） （実数） （率）

総 数

韓 国 ・ 朝 鮮

中 国

フ ィ リ ピ ン

タ イ

米 国

英 国

ブ ラ ジ ル

ペ ル ー

その他の外国

総 数

韓 国 ・ 朝 鮮

中 国

フ ィ リ ピ ン

タ イ

米 国

英 国

ブ ラ ジ ル

ペ ル ー

その他の外国

婚　　　　　　　　　　姻 離　　　　　　　　　　婚

秋田県 全　国 秋田県 全　国

夫妻の一方が外国

区　　　　　分

夫
　
日
　
本
　
・
　
妻
　
外
　
国

妻
　
日
　
本
　
・
　
夫
　
外
　
国

総 数

夫 妻 と も 日 本
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第50表　感染症発生状況
感染症類型 性　　　　格 疾　　　患　　　名 全 国 秋 田 県

エボラ出血熱
クリミア・コンゴ出血熱
痘そう
南米出血熱
ペスト
マールブルグ病
ラッサ熱
新型インフルエンザ(A/H1N1)
急性灰白髄炎
結核
ジフテリア
重症急性呼吸器症候群
中東呼吸器症候群
鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）
鳥インフルエンザ（Ｈ７Ｎ９）
コレラ
細菌性赤痢
腸管出血性大腸菌感染症
腸チフス
パラチフス
E型肝炎
ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む）
A型肝炎
エキノコックス症
黄熱
オウム病
オムスク出血熱
回帰熱
キャサヌル森林病
Q熱
狂犬病
コクシジオイデス症
サル痘
重症熱性血小板減少症候群
腎症候性出血熱
西部ウマ脳炎
ダニ媒介脳炎
炭疽
チクングニア熱
つつが虫病
デング熱
東部ウマ脳炎
鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１を除く）
ニパウイルス感染症
日本紅斑熱
日本脳炎
ハンタウイルス肺症候群
Bウイルス病
鼻疽
ブルセラ症
ベネズエラウマ脳炎
ヘンドラウイルス感染症
発しんチフス
ボツリヌス症
マラリア
野兎病
ライム病
リッサウイルス感染症
リフトバレー熱
類鼻疽
レジオネラ症
レプトスピラ症
ロッキー山紅斑熱
アメーバ赤痢
ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型肝炎を除く）
カルバペネム耐性腸内細菌感染症
急性脳炎（ウエストナイル脳炎及び日本脳炎を除く）

クリプトスポリジウム症
クロイツフェルト・ヤコブ病
劇症型溶血性レンサ球菌感染症
後天性免疫不全症候群
ジアルジア症
侵襲性インフルエンザ菌感染症
侵襲性髄膜炎菌感染症
侵襲性肺炎球菌感染症
水痘（入院例）
先天性風しん症候群
梅毒
播種性クリプトコックス症
破傷風
ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ耐性黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌感染症
ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ耐性腸球菌感染症
風しん
麻しん
薬剤耐性アシネトバクター感染症
髄膜炎菌性髄膜炎

３類感染症

　感染力、罹患した場合の重篤性等に
基づく総合的な還元からみた危険性が
高くないが、特定の職業への就業に
よって感染症の集団発生を起こし得る
感染症

平成27年

４類感染症

　人から人への感染はほとんどない
が、動物、飲食物等の物件を介して感
染するため、動物や物件の消毒、廃棄
などの措置が必要となる感染症

５類感染症

　国が感染症発生動向調査を行い、そ
の結果等に基づいて必要な情報を一般
国民や医療関係者に提供・公開してい
くことによって、発生・拡大を防止す
べき感染症

１類感染症
　感染力、罹患した場合の重篤性等に
基づく総合的な観点からみた危険性が
極めて高い感染症

２類感染症
　感染力、罹患した場合の重篤性等に
基づく総合的な観点からみた危険性が
高い感染症
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第53表　人工妊娠中絶数・妊娠週数（年次・年齢別、秋田県－全国） 平成27年度

満 ７ 週 満 ８ 週 満 週 満 週 満 週
総 数 ～ ～ ～ ・ 不 詳

以 前 満 週 満 週 満 週 満 週

平成14年

　　15年

　　16年

　　17年

　　18年

　　19年

　　20年

　　21年

　　22年

　　23年

　　24年

　　25年

　　26年

　　27年

歳 未 満

～

～

～

～

～

～

歳 以 上

不 詳

満 ７ 週 満 ８ 週 満 週 満 週 満 週
総 数 ～ ～ ～ ・ 不 詳

以 前 満 週 満 週 満 週 満 週

平成14年

　　15年

　　16年

　　17年

　　18年

　　19年

　　20年

　　21年

　　22年

　　23年

　　24年

　　25年

　　26年

　　27年

歳 未 満

～

～

～

～

～

～

歳 以 上

不 詳

＊平成１３年までは母体保護統計により年計であるが、平成１４年から衛生行政報告例に移管したため年度報となる。

年
齢
別
内
訳

区 分

年
齢
別
内
訳

区 分

秋
田
県

全
国
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第54表　不妊手術実施数（年齢(5歳階級)・性・年次別）

歳

総数 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

以 上

平成14年 総数

　　　15年 総数

　　　16年 総数

　　　17年 総数

　　　１8年 総数

　　　１9年 総数

　　　20年 総数

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

総数

男

女

＊平成１３年までは母体保護統計により年計であるが、平成１４年から衛生行政報告例に移管したため年度報となる。

第55表　不妊手術実施数（年齢(5歳階級)・性・事由別）

歳

総数 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 不詳

以 上

＊平成１３年までは母体保護統計により年計であるが、平成１４年からは衛生行政報告例に移管したため年度報となる。

総 数

　　　25年

　　　27年

　　　23年

平成27年度

母体の生命危険

区　　　　　分

　　　24年

区　　　　　分

　　　21年

　　　26年

　　　22年

母体の生命危険

母体の健康低下

平成27年度

男 総 数

母体の生命危険

母体の健康低下

女 総 数

母体の健康低下
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第56表　妊娠の届出(保健所別)

大　館 北秋田 能　代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大　仙 横　手 湯　沢

（地域保健・健康増進事業報告）

第57表　健康診断実施状況（保健所活動－市町村の実施）

総　数 大　館 北秋田 能　代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大　仙 横　手 湯　沢

（地域保健・健康増進事業報告）

第58表　妊産婦・乳幼児健康診査（市町村の実施－保健所別）

総　数 大　館 北秋田 能　代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大　仙 横　手 湯　沢

対 象 人 員

受診実人員

対 象 人 員

受診実人員

対 象 人 員

受診実人員

対 象 人 員

受診実人員

対 象 人 員

受診実人員

対 象 人 員

受診実人員

対 象 人 員

受診実人員

（地域保健・健康増進事業報告）

妊 婦

乳 児

1歳6ヶ月児健康診査

３歳児健康診査

そ の 他
妊
婦
Ｂ
型
肝
炎

検

査

実

人

員

Ｂ 型 肝 炎 検 査

事 後 指 導

幼

児

歳 ヶ月児
健 康 診 査

歳児健康
診 査

そ の 他

精
密
健
康
診
査

受
診
実
人
員

妊 婦

産 婦

乳 児

幼
児

受 診 延 人 員

乳
　
　
児

～ ヶ月児
健 康 診 査

～ ヶ月児
健 康 診 査

～ ヶ月児
健 康 診 査

～ ヶ月
児健康診査

骨粗しょう症(再掲)

そ の 他

平成27年度

区　　　　　　　　分

一
　
般
　
健
　
康
　
審
　
査

妊
婦

受 診 実 人 員

受 診 延 人 員

産
婦

受 診 実 人 員

そ の 他

市
町
村
の
実
施

総 数

結 核

生
活
習
慣
病

悪 性 新 生 物

肝 臓 が ん 再 掲

前立腺がん 再掲

循 環 器 疾 患

そ の 他

母
子

妊 婦

産 婦

乳 児

幼 児

一 般

精 神

療 育
生
活
習
慣
病

悪 性 新 生 物

循 環 器 疾 患

そ の 他

平成27年度

総　　　　　　　　　　数

平成27年度

区　　　　　　　分

保
　
健
　
所
　
活
　
動

総 数

結
核

定 期

接 触 者 健 診
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第59表　妊産婦・乳幼児等個別保健指導（保健所活動－市町村の実施）

平成27年度

電 話
相 談

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

延
人
員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

第60表　妊産婦・新生児・未熟児・乳児・幼児訪問指導実施状況（保健所活動－市町村の実施）

平成27年度

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

個 別

区 分
妊 婦 産 婦 乳 児 幼 児 そ　の　他

総 数

保

健

所

活

動

市

町

村

の

実

施

妊 婦 産 婦 新 生 児

保

健

所

活

動

市

町

村

の

実

施

未 熟 児 乳 児 幼 児 その他

区 分

総 数
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第61表　衛生教育開催回数・延人員（開催内容・保健所活動－市町村の実施）

平成27年度
総 感 精 難 母 成 栄 歯 医 食 環 そ

養 地 健
人 ・ 事 区 康

染 ・ 健 ・ の 組 危
老 康 薬 識 機

増 活 管
数 症 神 病 子 人 進 科 事 品 境 他 動 理

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

市

町

村

の

実

施

保

健

所

活

動

回

数

延

人

員

延

人

員

回

数

(再掲)(再掲)

区　　分

エ

イ

ズ

結

核
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第62表　栄養改善等個別指導・集団指導実施状況（指導の種類・保健所活動） 平成27年度
総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋 田 市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上

（地域保健・健康増進事業報告）

第63表　栄養改善等個別指導・集団指導実施状況（指導の種類・市町村の実施－保健所別） 平成27年度
総　数 大　館 北秋田 能　代 秋田中央 由利本荘 大仙 横　手 湯　沢

妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上

（地域保健・健康増進事業報告）

区　　　　　　　　分

栄養指導

個

別

指

導

延

人

員

集

団

指

導

延

人

員 そ の 他

そ の 他

運動指導

休養指導

禁煙指導

運動指導

栄養指導

栄養指導

個

別

指

導

延

人

員 そ の 他

そ の 他

集

団

指

導

延

人

員

区　　　　　　　　分

休養指導

禁煙指導

運動指導

休養指導

禁煙指導

運動指導

休養指導

禁煙指導

栄養指導
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第62表　栄養改善等個別指導・集団指導実施状況（指導の種類・保健所活動） 平成27年度
総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋 田 市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上

（地域保健・健康増進事業報告）

第63表　栄養改善等個別指導・集団指導実施状況（指導の種類・市町村の実施－保健所別） 平成27年度
総　数 大　館 北秋田 能　代 秋田中央 由利本荘 大仙 横　手 湯　沢

妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
20歳未満
20歳以上
妊 産 婦
乳 幼 児
20歳未満
20歳以上

（地域保健・健康増進事業報告）

区　　　　　　　　分

栄養指導

個

別

指

導

延

人

員

集

団

指

導

延

人

員 そ の 他

そ の 他

運動指導

休養指導

禁煙指導

運動指導

栄養指導

栄養指導

個

別

指

導

延

人

員 そ の 他

そ の 他

集

団

指

導

延

人

員

区　　　　　　　　分

休養指導

禁煙指導

運動指導

休養指導

禁煙指導

運動指導

休養指導

禁煙指導

栄養指導

第64表　歯科健診・保健指導延人員（保健所活動－市町村の実施）

総 数 妊産婦 乳 幼 児 そ の 他

総　　数

大　　館

北 秋 田

能　　代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大    仙

横　　手

湯　　沢

総　　数

大　　館

北 秋 田

能　　代

秋田中央

由利本荘

大    仙

横　　手

湯　　沢

むし歯 軟組織異常 咬合異常 その他 むし歯 軟組織異常 咬合異常 その他

総　　数

大　　館

北 秋 田

能　　代

秋田中央

由利本荘

大    仙

横　　手

湯　　沢

（地域保健・健康増進事業報告）

市
町
村
の
実
施

 １歳６か月児 

対象人員 実人員
むし歯
の総本

数

受診結果

 ３歳児 

健 診 ・ 保 健 指 導 延 人 員

延人員総 数 乳 幼 児

保

健

所

活

動

区分
対象人員 実人員

むし歯の
総本数

受診結果

妊産婦 実人員治 療そ の 他
予 防 処 置

実人員

市

町

村

の

実

施

総 数

区　　　分

訪 問 に よ ら な い

予 防 処 置 ・ 治 療 延 人 員

平成27年度

健診・保健指導人員 予防処置・治療人員

訪 問 に よ る

延人員
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第65表　結核健康診断受診者数・予防接種被接種者数・被発見者数（保健所活動） 平成27年度

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

（地域保健・健康増進事業報告）

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

定 期 接 触 者 健 診

事 業 者 施設の長
その他

学校長 65歳
以上

市 町 村 長

総

数

患者家族 そ の 他

大

館

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

区　　　　　分

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

北

秋

田

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

能

代

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

秋

田

市

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

健 康 診 断 受 診 者 数

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

総　数

喀 痰 検 査 者 数

ツベルク
リン
反応検査

健 康 診 断 受 診 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

ツベルク
リン
反応検査

被 発 見
者　　数
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第65表　(つづき） 平成27年度

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

被 注 射 者 数

被 判 定 者 数

陰 性 者 数

陽 性 者 数

結 核 患 者

潜在性結核感染者
結 核 発 病 の お そ れが
あ る と 診 断 さ れ た者

65歳
以上

健 康 診 断 受 診 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

健 康 診 断 受 診 者 数

喀 痰 検 査 者 数

直 接 撮 影 者 数

被 発 見
者　　数

直 接 撮 影 者 数

間 接 撮 影 者 数

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

直 接 撮 影 者 数

か く た ん 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

横

手

由

利

本

荘

秋

田

中

央

湯

沢

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

間 接 撮 影 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

ツベルク
リン
反応検査

間 接 撮 影 者 数

間 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

大

仙

直 接 撮 影 者 数

喀 痰 検 査 者 数

被 発 見
者　　数

ツベルク
リン
反応検査

Ｉ Ｇ Ｒ Ａ 検 査 者 数

施設の長学 校 長
総　数

事 業 者

接 触 者 健 診定 期

その他
患者家族

区　　　　　分
そ の 他
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第66表　精神保健福祉相談人員、デイ・ケア人員、訪問指導等人員（保健所活動）

総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋 田 市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

自殺者の遺族

開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員

（地域保健・健康増進事業報告）

第67表　精神保健福祉相談人員、デイ・ケア人員、訪問指導等人員（市町村の実施）

総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員

（地域保健・健康増進事業報告）

摂食障害

摂食障害

摂食障害

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

犯 罪 被 害

相 談 延 人 員
デイ・ケア延人員

ギ ャ ン ブ ル

ギ ャ ン ブ ル

ギ ャ ン ブ ル

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

災 害
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

自 殺 者 の 遺 族

ひ き こ も り
（ 再 掲 ）

普
及
啓
発

精神障害者 家族 に
対 す る 教 室 等

うつ病に関する
教 室 等 再 掲

地域住民と 精神 障害
者 と の 地 域 交 流 会

犯 罪 被 害
（ 再 掲 ）

延 人 員

自 殺 関 連
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

電 話 相 談 等 延 人 員

訪 問 指 導 延 人 員

訪 問 指 導 実 人 員
再 掲

再 掲 延 人 員

区 分
実 人 員

相 談 実 人 員
再 掲 延 人 員

デ ィ ・ ケ ア 実 人 員

延

人

員

思 春 期

再掲）

心 の 健 康 づ く り

そ の 他
ひ き こ も り
自 殺 関 連

災 害

総 数
老 人 精 神 保 健
社 会 復 帰
ア ル コ ー ル

薬 物

普
及
啓
発

精神障害者 家族 に
対 す る 教 室 等

うつ病に関する
教 室 等 再 掲

地域住民と精神障害者
と の 地 域 交 流 会

電

話

相

談

等

延

人

員

(再掲） 自殺者
の遺族

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

災 害
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

犯 罪 被 害
（ 再 掲 ）

思 春 期

ひ き こ も り
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
ﾃ ﾞ ｲ ･ ｹ ｱ 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

訪
問
指
導
（

再
掲
）

実 人 員

そ の 他

自 殺 関 連
相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

延

人

員

総 数
老 人 精 神 保 健
社 会 復 帰
ア ル コ ー ル

薬 物

ﾃﾞｲ･ｹｱ
(再掲)

実 人 員
延 人 員

区 分

相

談

、

デ

イ

・

ケ

ア

、

訪

問

指

導

実 人 員

相
　
　
談
　
（

再
掲
）

実 人 員

延

人

員

総 数

平成27年度

平成27年度

老 人 精 神 保 健
社 会 復 帰
ア ル コ ー ル

心 の 健 康 づ く り

そ の 他

薬 物

思 春 期
心 の 健 康 づ く り
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第66表　精神保健福祉相談人員、デイ・ケア人員、訪問指導等人員（保健所活動）

総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋 田 市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

自殺者の遺族

開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員

（地域保健・健康増進事業報告）

第67表　精神保健福祉相談人員、デイ・ケア人員、訪問指導等人員（市町村の実施）

総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員
開 催 回 数
延 人 員

（地域保健・健康増進事業報告）

摂食障害

摂食障害

摂食障害

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

犯 罪 被 害

相 談 延 人 員
デイ・ケア延人員

ギ ャ ン ブ ル

ギ ャ ン ブ ル

ギ ャ ン ブ ル

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

災 害
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

自 殺 者 の 遺 族

ひ き こ も り
（ 再 掲 ）

普
及
啓
発

精神障害者 家族 に
対 す る 教 室 等

うつ病に関する
教 室 等 再 掲

地域住民と 精神 障害
者 と の 地 域 交 流 会

犯 罪 被 害
（ 再 掲 ）

延 人 員

自 殺 関 連
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

電 話 相 談 等 延 人 員

訪 問 指 導 延 人 員

訪 問 指 導 実 人 員
再 掲

再 掲 延 人 員

区 分
実 人 員

相 談 実 人 員
再 掲 延 人 員

デ ィ ・ ケ ア 実 人 員

延

人

員

思 春 期

再掲）

心 の 健 康 づ く り

そ の 他
ひ き こ も り
自 殺 関 連

災 害

総 数
老 人 精 神 保 健
社 会 復 帰
ア ル コ ー ル

薬 物

普
及
啓
発

精神障害者 家族 に
対 す る 教 室 等

うつ病に関する
教 室 等 再 掲

地域住民と精神障害者
と の 地 域 交 流 会

電

話

相

談

等

延

人

員

(再掲） 自殺者
の遺族

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

災 害
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

犯 罪 被 害
（ 再 掲 ）

思 春 期

ひ き こ も り
（ 再 掲 ）

相 談 延 人 員
ﾃ ﾞ ｲ ･ ｹ ｱ 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

訪
問
指
導
（

再
掲
）

実 人 員

そ の 他

自 殺 関 連
相 談 延 人 員
訪 問 指 導 延 人 員

延

人

員

総 数
老 人 精 神 保 健
社 会 復 帰
ア ル コ ー ル

薬 物

ﾃﾞｲ･ｹｱ
(再掲)

実 人 員
延 人 員

区 分

相

談

、

デ

イ

・

ケ

ア

、

訪

問

指

導

実 人 員

相
　
　
談
　
（

再
掲
）

実 人 員

延

人

員

総 数

平成27年度

平成27年度

老 人 精 神 保 健
社 会 復 帰
ア ル コ ー ル

心 の 健 康 づ く り

そ の 他

薬 物

思 春 期
心 の 健 康 づ く り

第68表　難病相談、機能訓練、訪問指導等人員（保健所活動－市町村の実施）

平成27年度

総　数 申請等 医　療 家庭看護福祉制度 就　労 就　学 食事・栄養

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

歯 科 その他 開催回数 延人員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

実人員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

区 分
実人員

市

町

村

の

実

施

相　　　　　　　　　　談　　　　　（　再　掲　）

保

健

所

活

動

実人員

区 分

保

健

所

活

動

区 分

相　　談(再掲)

延 人 員

実人員 延人員

機能訓練（再掲）訪問指導（再掲） 電 話
相 談
延 人 員実人員 延人員実人員 延人員

延人員

相　　談(再掲)

実人員 延 人 員

機能訓練（再掲）訪問指導（再掲）

実人員 延人員

電 話
相 談
延 人 員

患者・家族に対
す る 学 習 会
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第69表　特定医療費（指定難病）受給者証所持者数（性・保健所別）　※保健所所管に住所を有する者
計 大館保健所 北秋田保健所 能代保健所 秋田中央保健所

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
球脊髄性筋萎縮症
筋萎縮性側索硬化症
脊髄性筋萎縮症
原発性側索硬化症
進行性核上性麻痺
パーキンソン病
大脳皮質基底核変性症
ハンチントン病
有棘赤血球を伴う舞踏病
シャルコー・マリー・トゥース病

重症筋無力症
先天性筋無力症候群
多発性硬化症／視神経脊髄炎
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー

封入体筋炎
クロウ・深瀬症候群
多系統萎縮症
脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く)

ライソゾーム病
副腎白質ジストロフィー
ミトコンドリア病
もやもや病
プリオン病
亜急性硬化性全脳炎
進行性多巣性白質脳症（PML）

HTLV-1関連脊髄症（HAM）
特発性基底核石灰化症
全身性アミロイドーシス
ウルリッヒ病
遠位型ミオパチー
ベスレムミオパチー
自己貪食空胞性ミオパチー
シュワルツ・ヤンペル症候群

神経線維腫症
天疱瘡
表皮水疱症
膿疱性乾癬
スティーブンス・ジョンソン症候群

中毒性表皮壊死症
高安動脈炎
巨細胞性動脈炎
結節性多発動脈炎
顕微鏡的多発血管炎
多発血管炎性肉芽腫症
好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

悪性関節リウマチ
バージャー病
原発性抗リン脂質抗体症候群

全身性エリテマトーデス
皮膚筋炎／多発性筋炎
全身性強皮症
混合性結合組織病
シェーグレン症候群
成人スチル病
再発性多発軟骨炎
ベーチェット病
特発性拡張型心筋症
肥大型心筋症
拘束型心筋症
再生不良性貧血
自己免疫性溶血性貧血
発作性夜間ヘモグロビン尿症

特発性血小板減少性紫斑病
血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）

疾患群

H28.3.31現在
秋田中央保健所 由利本荘保健所 大仙保健所 横手保健所 湯沢保健所 秋田市保健所

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
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H28.3.31現在
秋田中央保健所 由利本荘保健所 大仙保健所 横手保健所 湯沢保健所 秋田市保健所

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
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第69表　特定医療費（指定難病）受給者証所持者数（性・保健所別）　※保健所所管に住所を有する者（つづき）
計 大館保健所 北秋田保健所 能代保健所 秋田中央保健所

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
疾患群

原発性免疫不全症候群
IgＡ 腎症
多発性嚢胞腎
黄色靱帯骨化症
後縦靱帯骨化症
広範脊柱管狭窄症
特発性大腿骨頭壊死症
下垂体性ADH分泌異常症
下垂体性TSH分泌亢進症
下垂体性PRL分泌亢進症
下垂体性ACTH分泌亢進症
下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症

下垂体性成長ホルモン分泌亢進症

下垂体前葉機能低下症
家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 

甲状腺ホルモン不応症
先天性副腎皮質酵素欠損症
先天性副腎低形成症
アジソン病
サルコイドーシス
特発性間質性肺炎
肺動脈性肺高血圧症
肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症

慢性血栓塞栓性肺高血圧症
リンパ脈管筋腫症
網膜色素変性症
バッド・キアリ症候群
特発性門脈圧亢進症
原発性胆汁性肝硬変
原発性硬化性胆管炎
自己免疫性肝炎
クローン病
潰瘍性大腸炎
好酸球性消化管疾患
慢性特発性偽性腸閉塞症
巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症

腸管神経節細胞僅少症
ルビンシュタイン・テイビ症候群

CFC症候群
コステロ症候群
チャージ症候群
クリオピリン関連周期熱症候群

全身型若年性特発性関節炎
TNF受容体関連周期性症候群

非典型溶血性尿毒症症候群
ブラウ症候群

計

（健康推進課作成）
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H28.3.31現在
秋田中央保健所 由利本荘保健所 大仙保健所 横手保健所 湯沢保健所 秋田市保健所

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
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第70表　定期の予防接種被接種者数（市町村の実施－保健所別）

平成27年度

追 加 追 加 追 加

第１回 第２回 第３回 接 種 第１回 第２回 接 種 第１回 第２回 第３回 接 種

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

追 加 追　加

第１回 第２回 第３回 接 種 第１回 第２回 接　種 第１回 第２回 第３回 第４回

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

第１回 第２回 第３回 第４回 第１回 第２回 第３回 第１回 第２回

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

接　　　　　種　　　　　者　　　　　数（Ａ類疾病）

沈降ジフテリア破傷風
混合トキソイド使用(DT)

初 回 接 種

沈降精製百日せきジフテリア破傷風
不活化ポリオ混合ワクチン(DPT-IPV)

初 回 接 種

第 １ 期

第 ２ 期

小児用肺炎球菌ワクチン

第２期初 回 接 種

ヒブワクチン

日 本 脳 炎

第１期

水痘ワクチン

接　　　　　種　　　　　者　　　　　数（Ａ類疾病）

保 健 所

保 健 所

急性灰白髄炎
（単抗原IPV）

初 回 接 種初 回 接 種

保 健 所

沈降精製百日せきジフテリア
破傷風混合ワクチン使用(DPT)

第 １ 期

接　　　　　種　　　　　者　　　　　数（Ａ類疾病）

子宮頸がん予防ワクチン
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第70表　定期の予防接種被接種者数（市町村の実施－保健所別）（つづき）

平成27年度

第１期 第２期 第１期 第２期 第１期 第２期 ５月未満
５月以上
１歳未満

60歳以上
65歳未満

65歳以上

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数
大 館
北 秋 田
能 代
秋 田 市
秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙
横 手
湯 沢
（地域保健・健康増進事業報告）

ＢＣＧ インフルエンザ麻しん・風しん（混合）

１００歳
相当

８０歳
相当

６０歳以上
６５歳未満

保 健 所 麻しん（単抗原） 風しん（単抗原）

接　　　　　種　　　　　者　　　　　数（Ａ類疾病）

７５歳
相当

接種者数（Ｂ類疾病）

保 健 所
７０歳
相当

９５歳
相当

８５歳
相当

９０歳
相当

６５歳
相当

成人用肺炎球菌ワクチン

接　　　　　種　　　　　者　　　　　数（Ｂ類疾病）
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第71表　試験検査件数（検査の種類・保健所別） 平成27年度

総数 大館 北秋田 能代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大仙 横手 湯沢

微 生 物 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

そ の 他

微 生 物 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

そ の 他

ＨＢｓ抗原、抗体検査

梅 毒 血 清 検 査

そ の 他

生 化 学 検 査

先天性代謝異常検査

尿 一 般 等

神 経 芽 細 胞 腫

潜 血 反 応

寄 生 虫 卵

そ の 他

心 電 図

眼 底

間 接 撮 影

直 接 撮 影

断 層 撮 影

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

生 物 学 的 検 査

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

大 気 検 査

水質検査 公共用水
域、工場等排水、浄
化 槽 放 流 水 等

騒 音 ・ 振 動

悪 臭 検 査

土 壌 ・ 底 質 検 査

そ の 他

（地域保健・健康増進事業報告）

チ フ ス

結 核

生理学
的検査

尿
検査

血 液 一 般 検 査

生化学
検査

食
中
毒

胸部Ｘ
線検査

区 分

総 数

そ の 他

食品等
検査

細
菌
学
的
検
査

赤 痢

コ レ ラ

食
品
衛
生
関
係
検
査

血清等
検査

水道原
水

糞便検
査

そ の 他

廃 棄 物 関 係 検 査

そ の 他

水
質
検
査

環 境 ・
公害関係検査

利用水
等(ﾌﾟｰﾙ
水等含
む)

飲用水

臨
床
学
的
検
査
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第72表　衛生検査件数(検査の種類別)

県 秋田市 県 秋 田 市 県 秋 田 市 県 秋田市 県 秋田市

ウ ィ ル ス

リ ケ ッ チ ア

クラミジア・マイコプラズマ

ウ ィ ル ス

リ ケ ッ チ ア

クラミジア・マイコプラズマ

細 菌

ウ ィ ル ス

核 酸 検 査

エ イ ズ 検 査

ＨＢｓ抗原、抗体検査

そ の 他

先 天 性 代 謝 異 常 検 査

そ の 他

尿 一 般

神 経 芽 細 胞 腫

そ の 他

(衛生行政報告例)　注）県は健康環境センターの実施

食
中
毒

食
品
等
検
査

理化学的検査 残留農薬・食品
添 加 物 等

そ の 他

アレルギー検査 抗原検査・抗
体 検 査

病原
微生
物

検査

理 化 学 的 検 査

核 酸 検 査

抗 体 検 査

そ の 他

微 生 物 学 的 検 査

動 物 を 用 い る 検 査

細
菌
検
査

（

上
記
以
外
）

分離･
同定･
検出

病 原 微 生 物 の 動 物 試 験

寄
生
虫
等

原
虫
・

原 虫

寄 生 虫

抗
体
検
査

リ
ケ
ッ

チ
ア
等
検
査

ウ
ィ

ル
ス
・

そ 族 ・ 節 足 動 物

真 菌 ・ そ の 他

依頼によらな
いもの

依頼によるもの

結
核

核 酸 検 査

性
病 そ の 他

化学療法剤に対する耐性検査

検 査 の 種 類

梅 毒

分 離 ・ 同 定 ・ 検 出

保健所以外の行政
機関

その他(医療
機関、学校、
事業所等)

住民 保健所

動 物 を 用 い る 検 査

化学療法剤に対する耐性検査

臨
床
検
査

分 離 ・ 同 定 ・ 検 出

そ の 他

尿
検
査

血清
等

検査

血 液 検 査 血 液 一 般 検 査

生化
学
検査
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第72表　衛生検査件数(検査の種類別)

県 秋田市 県 秋 田 市 県 秋 田 市 県 秋田市 県 秋田市

ウ ィ ル ス

リ ケ ッ チ ア

クラミジア・マイコプラズマ

ウ ィ ル ス

リ ケ ッ チ ア

クラミジア・マイコプラズマ

細 菌

ウ ィ ル ス

核 酸 検 査

エ イ ズ 検 査

ＨＢｓ抗原、抗体検査

そ の 他

先 天 性 代 謝 異 常 検 査

そ の 他

尿 一 般

神 経 芽 細 胞 腫

そ の 他

(衛生行政報告例)　注）県は健康環境センターの実施

食
中
毒

食
品
等
検
査

理化学的検査 残留農薬・食品
添 加 物 等

そ の 他

アレルギー検査 抗原検査・抗
体 検 査

病原
微生
物
検査

理 化 学 的 検 査

核 酸 検 査

抗 体 検 査

そ の 他

微 生 物 学 的 検 査

動 物 を 用 い る 検 査

細
菌
検
査

（

上
記
以
外
）

分離･
同定･
検出

病 原 微 生 物 の 動 物 試 験

寄
生
虫
等

原
虫
・

原 虫

寄 生 虫

抗
体
検
査

リ
ケ
ッ

チ
ア
等
検
査

ウ
ィ

ル
ス
・

そ 族 ・ 節 足 動 物

真 菌 ・ そ の 他

依頼によらな
いもの

依頼によるもの

結
核

核 酸 検 査

性
病 そ の 他

化学療法剤に対する耐性検査

検 査 の 種 類

梅 毒

分 離 ・ 同 定 ・ 検 出

保健所以外の行政
機関

その他(医療
機関、学校、
事業所等)

住民 保健所

動 物 を 用 い る 検 査

化学療法剤に対する耐性検査

臨
床
検
査

分 離 ・ 同 定 ・ 検 出

そ の 他

尿
検
査

血清
等
検査

血 液 検 査 血 液 一 般 検 査

生化
学
検査

平成27年度

県 秋田市 県 秋 田 市 県 秋 田 市 県 秋田市 県 秋田市

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

生 物 学 的 検 査

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

生 物 学 的 検 査

細 菌 学 的 検 査

理 化 学 的 検 査

生 物 学 的 検 査

ＳＯ ・ＮＯ ・Ｏ Ｘ 等

浮 遊 粒 子 状 物 質

降 下 煤 塵

有害化学物質・重金属等

酸 性 雨

そ の 他

公 共 用 水 域

工 場 ・ 事 業 場 排 水

浄 化 槽 放 流 水

そ の 他

藻 類 ・ プ ラ ン ク ト ン ・ 魚 介 類

そ の 他

温 泉 鉱 泉 泉 質 検 査

そ の 他

一 般 室 内 環 境

そ の 他

放
射
能

環境試料 雨水・空気・土壌等

食 品

そ の 他

廃棄
物

関係
検査

一 般
廃 棄
物

産 業
廃 棄
物

環
境
・
公
害
関
係
検
査

大
気
検
査

水
質
検
査

騒 音 ・ 振 動

悪 臭 検 査

土 壌 ・ 底 質 検 査

環 境
生 物
検 査

水道
等

水質
検査

水道
原水

飲用
水

利用
水等

医薬
品家
庭用
品等
検査

医 薬 品

医 薬 部 外 品

化 粧 品

医 療 機 器

毒 劇 物

栄 養 関 係 検 査

家 庭 用 品

そ の 他

検 査 の 種 類

依頼によるもの

依頼によらな
いもの住民 保健所

保健所以外の行政
機関

その他(医療
機関、学校、
事業所等)
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第73表　乳以外の食品等の収去試験（保健所別） 平成27年度

総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋 田 市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

無 加 熱 摂 取 冷 凍 食 品

凍結直前に加熱された
加 熱 後 摂 取 冷 凍 食 品

凍 結 直 前 未 加 熱 の
加 熱 後 摂 取 冷 凍 食 品

生 食 用 冷 凍 鮮 魚 介 類

総 数 大 館 北 秋 田 能 代 秋 田 市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

無 加 熱 摂 取 冷 凍 食 品

凍結直前に加熱された
加 熱 後 摂 取 冷 凍 食 品

凍 結 直 前 未 加 熱 の
加 熱 後 摂 取 冷 凍 食 品

生 食 用 冷 凍 鮮 魚 介 類

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

収　去　し　た　も　の　(実数)

肉 卵 類 及 び そ の 加 工 品

水

か ん 詰 ・ び ん 詰 食 品

乳 類 加 工 品

ア イ ス ク リ ー ム 類 ・ 氷 菓

不　良　検　体　数　　(実数)

区 分

魚 介 類 加 工 品

総 数

魚 介 類

冷
凍
食
品

添 加 物 及 び そ の 製 剤

器 具 及 び 容 器 包 装

お も ち ゃ

区 分

肉 卵 類 及 び そ の 加 工 品

乳 製 品

乳 製 品

そ の 他 の 食 品

穀 類 及 び そ の 加 工 品
野菜類・果物及びその加工品

菓 子 類

清 涼 飲 料 水

酒 精 飲 料

氷 雪

冷
凍
食
品

魚 介 類 加 工 品

総 数

魚 介 類

氷 雪

乳 類 加 工 品

ア イ ス ク リ ー ム 類 ・ 氷 菓

穀 類 及 び そ の 加 工 品
野菜類・果物及びその加工品

菓 子 類

清 涼 飲 料 水

酒 精 飲 料

器 具 及 び 容 器 包 装

お も ち ゃ

水

か ん 詰 ・ び ん 詰 食 品

そ の 他 の 食 品

添 加 物 及 び そ の 製 剤

‒ 192 ‒



第 １１ 章

食 品 、 乳 肉 衛 生





第74表　乳処理量（保健所別） 単位：キロリットル 平成27年度

63℃ 63℃ 75℃ 瞬 63℃ 75℃ 瞬 63℃ 75℃ 瞬 63℃ 75℃ 瞬 63℃ 75℃ 瞬

～ ～ 以 ～ 以 ～ 以 ～ 以 ～ 以
65℃ 65℃ 上 間 65℃ 上 間 65℃ 上 間 65℃ 上 間 65℃ 上 間

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）　注)実施保健所のみ掲載

第75表　乳の収去試験(保健所別)

総 数

大 館

秋田市

由利本荘

横 手

湯 沢

総 数

大 館

秋田市

由利本荘

横 手

湯 沢

総 数

大 館

秋田市

由利本荘

横 手

湯 沢

総 数

大 館

秋田市

由利本荘

横 手

湯 沢

総 数

大 館

秋田市

由利本荘

横 手

湯 沢

総 数

大 館

秋田市

由利本荘

横 手

湯 沢

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）　注)実施保健所のみ掲載

総　　　数

大　　　館

牛乳

生乳

由 利 本 荘

区　　　分

秋　田　市

横　　　手

湯　　　沢

その
他の
乳

低脂
肪

牛乳

加工
乳・
乳脂
肪分
３％
以上

加工
乳・
乳脂
肪分
３％
未満

無脂
乳固
形分

比重
乳脂
肪

乳及び乳製品の成分規格の定めのある事項に関する検査

細菌
数

大腸菌
群

残留
農薬
基準

酸度

不適理由（延数）
不適
検体
数

その他の乳

３ ％ 以 上 ３ ％ 未 満

残留動
物用医
薬品

収去
した
もの
(実
数)

低脂肪牛乳

平成27年度

乳 脂 肪 分

検査件
数

乳及び乳製
品の成分規
格の定めの
ない事項に
関する検査

区　　　分

乳 脂 肪 分

加　　　工　　　乳

牛　　乳特別牛乳

無殺
菌乳
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第76表　許可を要する食品関係営業施設数（保健所別） 平成27年度
総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

一般食堂・レストラン等

仕 出 し 屋 ・ 弁 当 屋

旅 館

そ の 他

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第77表　許可を要しない食品関係営業施設数（保健所別） 平成27年度
総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

学 校

病 院 ・ 診 療 所

事 業 所

そ の 他

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

器具・容器包装、おもちゃの
製 造 業 又 は 販 売 業

野 菜 果 物 販 売 業

そ う ざ い 販 売 業

菓 子 パ ン を 含 む 販 売 業

食 品 販 売 業 上 記 以 外

添 加 物 の 製 造 業

添 加 物 の 販 売 業

氷 雪 採 取 業

食 品 の 放 射 線 照 射 業

総 数

乳 さ く 取 業

食 品 製 造 業

給
食
施
設

清 涼 飲 料 水 製 造 業

氷 雪 製 造 業

氷 雪 販 売 業

区 分

め ん 類 製 造 業

そ う ざ い 製 造 業

食 肉 製 品 製 造 業

乳 酸 菌 飲 料 製 造 業

食 用 油 脂 製 造 業

添 加 物 製 造 業

食 肉 処 理 業

食 肉 販 売 業

納 豆 製 造 業

豆 腐 製 造 業

酒 類 製 造 業

マーガリン又はショートニング

み そ 製 造 業

醤 油 製 造 業

ソ ー ス 類 製 造 業

区 分

集 乳 業

魚 介 類 販 売 業

飲
食
店
営
業

総 数

特 別 牛 乳 さ く 取 処 理 業

乳 製 品 製 造 業

乳 類 販 売 業

かん詰又はびん詰食品製造業

ア イ ス ク リ ー ム 類 製 造 業

菓 子 パ ン を 含 む 製 造 業

乳 処 理 業

喫 茶 店 営 業

あ ん 類 製 造 業

食 品 の 冷 凍 又 は 冷 蔵 業

魚 介 類 せ り 売 り 営 業

魚 肉 ね り 製 品 製 造 業
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第78表　許可を要する食品関係営業施設に対する調査・監視指導施設数（保健所別） 平成27年度
総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

一般食堂・レストラン等

仕 出 し 屋 ・ 弁 当 屋

旅 館

そ の 他

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第79表　許可を要しない食品関係営業施設に対する監視指導施設数（保健所別） 平成27年度
総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田市 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

学 校

病 院 ・ 診 療 所

事 業 所

そ の 他

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

魚 介 類 販 売 業

あ ん 類 製 造 業

ア イ ス ク リ ー ム 類 製 造 業

集 乳 業

魚 介 類 せ り 売 り 営 業

魚 肉 ね り 製 品 製 造 業

食 品 の 冷 凍 又 は 冷 蔵 業

かん詰又はびん詰食品製造業

区 分

総 数

菓 子 パ ン を 含 む 製 造 業

乳 処 理 業

飲
食
店
営
業

乳 製 品 製 造 業

特 別 牛 乳 さ く 取 処 理 業

食 用 油 脂 製 造 業

マーガリン又はショートニング

酒 類 製 造 業

み そ 製 造 業

ソ ー ス 類 製 造 業

豆 腐 製 造 業

乳 類 販 売 業

食 肉 処 理 業

食 肉 販 売 業

喫 茶 店 営 業

醤 油 製 造 業

添 加 物 製 造 業

め ん 類 製 造 業

納 豆 製 造 業

食 肉 製 品 製 造 業

乳 酸 菌 飲 料 製 造 業

区 分

氷 雪 製 造 業

そ う ざ い 製 造 業

食 品 製 造 業

氷 雪 販 売 業

総 数

乳 さ く 取 業

食 品 の 放 射 線 照 射 業

給
食
施
設

清 涼 飲 料 水 製 造 業

器具・容器包装、おもちゃの
製 造 業 又 は 販 売 業

野 菜 果 物 販 売 業

そ う ざ い 販 売 業

菓 子 パ ン を 含 む 販 売 業

食 品 販 売 業 上 記 以 外

添 加 物 の 製 造 業

添 加 物 の 販 売 業

氷 雪 採 取 業
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第80表　集団給食施設状況

介護 老人 児童 社会 矯正 一般
総数 学校 病院 老人保 福祉 福祉 福祉 事業所 寄宿舎 自衛隊 給食 その他

健施設 施設 施設 施設 施設 センター

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

能
代

北
秋
田

保　　健　　所

総
数

大
館

横
手

指　　　定　　　施　　　設　　　①

湯
沢

秋
田
市

秋
田
中
央

由
利
本
荘

大
仙
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平成27年度

介護 老人 児童 社会 矯正 一般
総数 学校 病院 老人保 福祉 福祉 福祉 事業所 寄宿舎 自衛隊 給食 その他

健施設 施設 施設 施設 施設 センター

１回300食以上又は１日750食以上の施設（指定施設①を除く）②
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第80表　集団給食施設状況（つづき）

介護 老人 児童 社会 矯正 一般
総数 学校 病院 老人保 福祉 福祉 福祉 事業所 寄宿舎 自衛隊 給食 その他

健施設 施設 施設 施設 施設 センター

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

横
手

湯
沢

能
代

秋
田
市

秋
田
中
央

由
利
本
荘

保　　健　　所

総
数

大
館

１回100食以上又は１日250食以上の施設（指定施設①、②を除く）

大
仙

北
秋
田
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第80表　集団給食施設状況（つづき）

介護 老人 児童 社会 矯正 一般
総数 学校 病院 老人保 福祉 福祉 福祉 事業所 寄宿舎 自衛隊 給食 その他

健施設 施設 施設 施設 施設 センター

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士どちらもいる施設

栄 養 士 の み い る 施 設
管理栄養士・栄養士どちらもいない施設

調 理 師 の い る 施 設

調 理 師 の い な い 施 設

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

横
手

湯
沢

能
代

秋
田
市

秋
田
中
央

由
利
本
荘

保　　健　　所

総
数

大
館

１回100食以上又は１日250食以上の施設（指定施設①、②を除く）

大
仙

北
秋
田

平成27年度

介護 老人 児童 社会 矯正 一般
総数 学校 病院 老人保 福祉 福祉 福祉 事業所 寄宿舎 自衛隊 給食 その他

健施設 施設 施設 施設 施設 センター

そ　　の　　他　　の　　給　　食　　施　　設
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第81表　給食管理指導施設数 平成27年度

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

第82表　栄養士免許交付数 平成27年度

（衛生行政報告例）

第83表　調理師免許交付数 平成27年度

（衛生行政報告例）

第84表　環境衛生及び食品衛生関係職員数 平成27年度

区　　分
環境衛生
監視員

水道法第39
条職員

食品衛生
監視員

と畜検査員 食鳥検査員
狂犬病
予防員

家庭用品
衛生監視員

計

専　従　者

兼　務　者

計

（衛生行政報告例）

附 則 第 項 に よ る
講 習 認 定

指定養成施設卒業者 講 習 課 程 修 了 者

保 健 所

栄養士免許交付数

都 道 府 県 知 事
試 験 合 格 者

栄養管理指
導延施設数

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

総 数
１回300食以上又は１日750食以上

特 定 給 食 施 設

栄養管理指
導延施設数

１回100食以上又は１日250食以上
そ の 他 の 給 食 施 設

栄養管理指
導延施設数

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

栄養管理指
導延施設数

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)
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第81表　給食管理指導施設数 平成27年度

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

第82表　栄養士免許交付数 平成27年度

（衛生行政報告例）

第83表　調理師免許交付数 平成27年度

（衛生行政報告例）

第84表　環境衛生及び食品衛生関係職員数 平成27年度

区　　分
環境衛生
監視員

水道法第39
条職員

食品衛生
監視員

と畜検査員 食鳥検査員
狂犬病
予防員

家庭用品
衛生監視員

計

専　従　者

兼　務　者

計

（衛生行政報告例）

附 則 第 項 に よ る
講 習 認 定

指定養成施設卒業者 講 習 課 程 修 了 者

保 健 所

栄養士免許交付数

都 道 府 県 知 事
試 験 合 格 者

栄養管理指
導延施設数

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

総 数
１回300食以上又は１日750食以上

特 定 給 食 施 設

栄養管理指
導延施設数

１回100食以上又は１日250食以上
そ の 他 の 給 食 施 設

栄養管理指
導延施設数

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

栄養管理指
導延施設数

喫食者への栄
養・運動指導

(延人員)

第85表　環境衛生監視員等の指導延施設数（施設の種類・保健所別） 平成27年度

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

井 戸 等

特 定 建 築
物

一 般 プ ー
ル

区 分

飲　　　料　　　水　　　施　　　設

水 道 事 業
簡 易 水 道
事 業

水 道 用 水
供 給 事 業

専 用 水 道
簡 易 専 用
水 道

無 店 舗 取
次 店

区 分 総 数

営    業    関    係    施    設

旅 館 等 興 行 場
公 衆
浴 場

理 容 所

区 分

美 容 所
ク リ ー ニ
ン グ

そ　　の　　他　　の　　施　　設

そ の 他
化 製 場

畜 舎 ・ 家
き ん 舎

火 葬 場
墓 地 ・ 納
骨 堂

そ の 他 の
水 道
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第86表　理容所施設数・従業理容師数・施設の行政処理件数（保健所・市町村別）

平成27年度

施設数 従業理容師数 使用確認件数 閉鎖命令件数

(年度末現在) (年度末現在) (年度中) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

鹿 角 市

潟 上 市

大 仙 市

北 秋 田 市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東 成 瀬 村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第87表　美容所施設数・従業美容師数・施設の行政処理件数（保健所・市町村別）

平成2７年度

区分

施設数 従業美容師数 使用確認件数 閉鎖命令件数

(年度末現在) (年度末現在) (年度中) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

鹿 角 市

潟 上 市

大 仙 市

北 秋 田 市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東 成 瀬 村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

理 容 所

総 数

総 数

美 容 所

保
健
所

市
町
村

区分

保
健
所

市
町
村
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第86表　理容所施設数・従業理容師数・施設の行政処理件数（保健所・市町村別）

平成27年度

施設数 従業理容師数 使用確認件数 閉鎖命令件数

(年度末現在) (年度末現在) (年度中) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

鹿 角 市

潟 上 市

大 仙 市

北 秋 田 市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東 成 瀬 村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第87表　美容所施設数・従業美容師数・施設の行政処理件数（保健所・市町村別）

平成2７年度

区分

施設数 従業美容師数 使用確認件数 閉鎖命令件数

(年度末現在) (年度末現在) (年度中) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

鹿 角 市

潟 上 市

大 仙 市

北 秋 田 市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東 成 瀬 村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

理 容 所

総 数

総 数

美 容 所

保
健
所

市
町
村

区分

保
健
所

市
町
村

第88表　興行場数・施設の種類・施設の処分件数（保健所・市町村別）

平成27年度

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

潟 上 市

大 仙 市

北 秋 田 市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東 成 瀬 村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第89表　ホテル・旅館・簡易宿所・下宿営業の施設・客室数・処分件数（保健所・市町村別）

平成27年度

施 設 数 客 室 数 施 設 数 客 室 数 (年度末現在) (年度末現在) (年度中) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

大 館 市

男 鹿 市

潟 上 市

大 仙 市

北 秋 田 市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東 成 瀬 村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

営 業 許
可 取 消

営 業
停 止

処 分 件 数

年 度 中
営業許
可件数

営業廃
止件数

処分件数(年度中)

営 業
停 止

年度末現在

区分 常 設 の
興 行 場

仮 設 の
興 行 場

営 業 許
可 取 消

下　宿
営　業
施設数年度末現在

旅 館 営 業

営業廃止
件数

(年度中)映 画 館
スポーツ
施 設

その他の
興 行 場

ホ テ ル 営 業

市
町
村

総 数

保
健
所

営業許可件数(年度中)常設の興行場数(年度末現在)

総 数

保
健
所

市
町
村

簡易宿所
営業施設

数区分
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第90表　クリーニング師免許交付・取消件数・施設数・従事クリーニング師数

・処分件数（保健所・市町村別） 平成27年度

(年度末現在) 再掲 (年度末現在) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

鹿 角 市

潟 上 市

大 仙 市

北秋田市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東成瀬村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第91表　公衆浴場数・処分件数（保健所・市町村別）　 平成27年度

(年度中)(年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

潟 上 市

大 仙 市

北秋田市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東成瀬村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第92表　製菓衛生師免許交付数 平成27年度

本年度中免許交付者数

（衛生行政報告例）

保
健
所

サ ウ ナ
風 呂

区分
一般公衆
浴 場

そ の 他

市
町
村

区分 指定洗たく
物を取り扱
う 施 設 数

再 掲

施設数

一般公衆
浴 場

本年度末現在免許交付者数

個 室 付
浴 場

公 営 私 営

公 衆 浴 場 年 度 末 現 在

総 数

処分件数（年度中）

営業許
可取消

営 業
停 止

営業廃
止件数

総 数

保
健
所

スポーツ
施設

ヘ ル ス
センター

市
町
村

取 次
所 数

従 事 ク
リーニン
グ 師 数

営業許
可件数

そ の 他

(年　度　中)

処分件数クリーニング師
(年　度　中)

免 許
件 数

免許取
消件数

クリーニング所

使用確
認件数 閉鎖停

止命令
措置
命令
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第90表　クリーニング師免許交付・取消件数・施設数・従事クリーニング師数

・処分件数（保健所・市町村別） 平成27年度

(年度末現在) 再掲 (年度末現在) (年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

鹿 角 市

潟 上 市

大 仙 市

北秋田市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東成瀬村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第91表　公衆浴場数・処分件数（保健所・市町村別）　 平成27年度

(年度中)(年度中)

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

能 代 市

横 手 市

大 館 市

男 鹿 市

潟 上 市

大 仙 市

北秋田市

仙 北 市

小 坂 町

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

美 郷 町

羽 後 町

東成瀬村

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第92表　製菓衛生師免許交付数 平成27年度

本年度中免許交付者数

（衛生行政報告例）

保
健
所

サ ウ ナ
風 呂

区分
一般公衆
浴 場

そ の 他

市
町
村

区分 指定洗たく
物を取り扱
う 施 設 数

再 掲

施設数

一般公衆
浴 場

本年度末現在免許交付者数

個 室 付
浴 場

公 営 私 営

公 衆 浴 場 年 度 末 現 在

総 数

処分件数（年度中）

営業許
可取消

営 業
停 止

営業廃
止件数

総 数

保
健
所

スポーツ
施設

ヘ ル ス
センター

市
町
村

取 次
所 数

従 事 ク
リーニン
グ 師 数

営業許
可件数

そ の 他

(年　度　中)

処分件数クリーニング師
(年　度　中)

免 許
件 数

免許取
消件数

クリーニング所

使用確
認件数 閉鎖停

止命令
措置
命令

第93表　墓地・火葬場・納骨堂数（保健所別）　 平成27年度

区 分

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

第94表　埋葬及び火葬の死体・死胎数（保健所別）　 平成27年度

総 数 埋 葬 火 葬 総 数 埋 葬 火 葬 総 数 埋 葬 火 葬

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 市

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（総数は衛生行政報告例、保健所別は健康推進課調べ）

納 骨 堂

区 分

墓 地 火 葬 場

無縁墳
墓の改
葬（再
掲）

総 数 死 体 死 胎
改葬
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第95表　保健所が企画した市町村の職員に対する研修（保健所別） 平成27年度

実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加

回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加

回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

実 施 参 加 実 施 参 加 実 施 参 加

回 数 延人員 回 数 延人員 回 数 延人員

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

秋田中央

由利本荘

大 仙

横 手

湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

区 分

母 子 保 健

(再掲)エイズ

区 分

健 康 増 進
介護予防・生
活 支 援

歯 科 保 健

そ の 他

難 病(再掲)ヘル
パー養成

感　　　　染　　　　症 精神保健福祉

総 数
保健計画の策
定・地域診断

介 護 保 険

区 分

健康危機管理

(再掲)結核
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第96表　保健所職員による市町村への援助延人員

総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

保 健 師

助 産 師

歯 科 衛 生 士

歯 科 衛 生 士

医 師

歯 科 衛 生 士

管 理 栄 養 士

管 理 栄 養 士

歯 科 衛 生 士

管 理 栄 養 士

医 師

医 師

助 産 師

保 健 師

助 産 師

歯 科 衛 生 士

管 理 栄 養 士

医 師

栄 養 士

栄 養 士

保 健 師

助 産 師

保 健 師

助 産 師

管 理 栄 養 士

栄 養 士

区 分

総 数

医 師

医 師

管 理 栄 養 士

保 健 師

助 産 師

歯 科 衛 生 士

栄 養 士

栄 養 士

栄 養 士

保 健 師

総　　数

母子保健

健康増進

介護予防
生活支援

歯科保健

感 染 症
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第96表　保健所職員による市町村への援助延人員

総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

保 健 師

助 産 師

歯 科 衛 生 士

歯 科 衛 生 士

医 師

歯 科 衛 生 士

管 理 栄 養 士

管 理 栄 養 士

歯 科 衛 生 士

管 理 栄 養 士

医 師

医 師

助 産 師

保 健 師

助 産 師

歯 科 衛 生 士

管 理 栄 養 士

医 師

栄 養 士

栄 養 士

保 健 師

助 産 師

保 健 師

助 産 師

管 理 栄 養 士

栄 養 士

区 分

総 数

医 師

医 師

管 理 栄 養 士

保 健 師

助 産 師

歯 科 衛 生 士

栄 養 士

栄 養 士

栄 養 士

保 健 師

総　　数

母子保健

健康増進

介護予防
生活支援

歯科保健

感 染 症

平成27年度

総 数 大 館 北秋田 能 代 秋田中央 由利本荘 大 仙 横 手 湯 沢

（地域保健・健康増進事業報告）

保 健 師

助 産 師

管 理 栄 養 士

歯 科 衛 生 士

助 産 師

歯 科 衛 生 士

医 師

管 理 栄 養 士

歯 科 衛 生 士

歯 科 衛 生 士

助 産 師

管 理 栄 養 士

管 理 栄 養 士

保 健 師

医 師

助 産 師

保 健 師

区 分

医 師

精神保健
福祉

栄 養 士

栄 養 士

栄 養 士

保 健 師

医 師

そ の 他

栄 養 士

介護保険

健　　康
危機管理
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第 １４ 章

医 療 施 設





第97表　医療施設数・率(人口10万対)(年次別) 各年10月1日

 　　平成16年

 　　17年

 　　18年

 　　19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

 　　平成16年

 　　17年

 　　18年

 　　19年

 　　20年

 　　21年

22年

23年

24年

25年
26年
27年

（27年医療施設調査より）

第98表　病床数・率(人口10万対)(年次・病床種別) 各年10月1日

 　　平成16年

 　　17年

 　　18年

 　　19年

 　　20年

 　　21年

 　　22年

 　　23年

 　　24年

 　　25年

26年

27年

 　　平成16年

 　　17年

 　　18年

 　　19年

 　　20年

 　　21年

 　　22年

 　　23年

 　　24年

 　　25年

26年
27年

（27年医療施設調査より）

歯 科
診 療 所総 数 精神病院

結 核
療 養 所

一般病院 総 数 有 床 無 床

区 分 総 数

病 院
一 般
診 療 所

一 般 病 床
及 び

療 養 病 床

区 分
病 院 一 般 診 療 所

歯 科
診 療 所総 数 精神病床 結核病床

感 染 症
病 床
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第99表　医療施設数（病院）・病床数（開設主体・保健所別） 平成27年12月31日現在

病床数
施
設
数

病床数

個   人その他の法人

総   数 県   立
国            立

総   数 厚労省文科省 労働福祉 その他

病床数
施
設
数

病床数

市町村 日  赤 厚生連
全国社会保険
協会連合会

医療法人 会   社

病床数

施
設
数

病床数
施
設
数

病床数
施
設
数

病床数
施
設
数

病床数
施
設
数

施
設
数

病床数 病床数 病床数 病床数 病床数
施
設
数

施
設
数

施
設
数

施
設
数

横 手

湯 沢

施
設
数

施
設
数

能 代

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

湯 沢

横 手

由 利 本 荘

大 仙

大 仙

総 数

大 館

北 秋 田

区  分

区  分

区  分

秋 田 市

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

総 数

大 館

北 秋 田

能 代

横 手

湯 沢

秋 田 市

秋 田 中 央

総 数

大 館

北 秋 田

能 代
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第100表　病院の従事者数(２次医療圏別)

常　　　勤

非　常　勤

歯科 常　　　勤

医師 非　常　勤

臨床検査技師

衛生検査技師

平成27年10月1日現在

区 分 総 数

医 療 圏 別

大　館
・

鹿　角
北秋田

能　代
・

山　本

秋　田
周　辺

由利本荘 大仙 横手
湯　沢

・
雄　勝

病 院 数

医師

薬 剤 師

保 健 師

助 産 師

看 護 師

准 看 護 師

看護業務補助者

理学療法士 ＰＴ

作業療法士 ＯＴ

視 能 訓 練 士

言 語 聴 覚 士

義 肢 装 具 士

歯 科 衛 生 士

歯 科 技 工 士

診療放射線技師

診 療 Ｘ 線 技 師

臨床
検査

臨 床 工 学 技 士

あん摩マッサージ指圧師

柔 道 整 復 師

管 理 栄 養 士

事 務 職 員

そ の 他 の 職 員

栄 養 士

精神保健福祉士

社 会 福 祉 士

介 護 福 祉 士

その他の技術員

医療社会事業従事者
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第 １５ 章

薬 事







第101表　医薬品等営業許可・届出施設数(立入検査施行結果・営業種別)

無許可
無登録
無届業

無承認
品

不良品
不正

表示品

虚偽・
誇大

広告等

毒劇薬
の譲渡

等

毒劇薬
の貯蔵
陳列

処方箋
医薬品
の譲渡
記録等

大 臣 許 可 分

知 事 許 可 分

第 １ 種

第 ２ 種

薬 局

販 売 業

従 事 者

大 臣 許 可 分

知 事 許 可 分

第 １ 種

第 ２ 種

第 ３ 種

高度管理医療機器等

管 理 医 療 機 器

一 般 医 療 機 器

高度管理医療機器等

管 理 医 療 機 器

一 般 医 療 機 器

（衛生行政報告例）

化

粧

品

医
薬
部
外
品

製
造
業

薬 局

販
売
業

製
　
造

配
置

業務上取り扱う施設

製 造 業

製 造 販 売 業

販 売 業

製 造 販 売 業

業務上取り扱う施設

店 舗 販 売 業

卸 売 販 売 業

薬 種 商 販 売 業

特 例 販 売 業

賃
貸
業

区　　分

医

薬

品

専
業

販
売
業

製
　
造

医
療
機
器

業務上取り扱う施設

修
理
業

薬 局

総 数

販
売
業

販 売 業

（

年

度

　
中

）

違

反

発

見

施

設

数

（

年

　
度

中

）

立

入

検

査

施

行

施

設

数

（

年

度

末

現

在

）

許

可

・

届

出

施

設

数

違 反 発 見 件 数　　(年　　　度　　　中)

業務上取り扱う施設

製 造 業

製 造 販 売 業

業務上取り扱う施設

再
生
医
療
等
製
品

販 売 業

製 造 業

製 造 業

製 造 販 売 業

業務上取り扱う施設

体
外
診
断
用
医

薬
品

製 造 業
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平成27年度

制限
品目の
販売

構造
設備の
不備

販売体
制等の
不備

特定販
売に係
る違反

医薬品
販売業
者の管
理者に
係る違

反

製造販
売後安
全管理
の不備

品質管
理の不

備

指定薬
物の製

造

指定薬
物の輸

入

指定薬
物の販
売・授
与等

指定薬
物の広

告
その他

許可取
消・業
務停止

改善命
令等

検査
命令等

廃棄等 その他

（

年

度

中

）

告

発

件

数

処 分 件 数 年 度 中違　　　反　　　発　　　見　　　件　　　数　　(年　　　度　　　中)
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第102表　毒物劇物営業立入検査状況　 平成27年度

大 臣 登 録 分

知 事 登 録 分

大 臣 登 録 分

知 事 登 録 分

（衛生行政報告例） ※特定毒物研究者は総数に含まれていない。

第103表　薬局・無薬局町村数(年次別) 平成27年度

（衛生行政報告例）

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

法第 条 項の者

区  分

総 数

登録・届
出・許可
施 設 数
(年度末
現在)

製
造
業

農業用品目販売業

電 気 め っ き 事 業

毒物劇物輸送事業

違反発見
施 設 数
(年度中)

輸
入
業

平 成 年 度 末

区   分

特 定 品 目 販 売 業

一 般 販 売 業

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

特 定 毒 物 研 究 者

しろあり防除事業

登
録
・
許
可
取
消

業

務

停

止

金 属 熱 処 理 事 業

設
備
改
善
命
令

試験の結果
毒物劇物又
は政令で定
める毒物劇
物含有物で
あったもの

無登録・
無届・無
許可施設
発見件数

告
発
件
数

立入検査
施　　行
施 設 数
(年度中)

処 分 件 数

毒物劇物又
は政令で定
める毒物劇
物含有物の
疑いのある
ものの収去

無 薬 局 町 村

薬 局 数

総 数
開設者が自ら管理
していない薬局

平 成 年 度 末

そ

の

他

開設者が自ら管理
し て い る 薬 局

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末
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平成 年 秋田県衛生統計年鑑

平成 年 月

発行者 秋 田 県 健 康 福 祉 部
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